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序     文 
 

 グアテマラ共和国には自然、遺跡、先住民文化などのポテンシャルのある観光資源が豊富に存在し

ています。近年のグアテマラ共和国産品別外貨獲得額は、伝統的輸出産品であるコーヒー、砂糖、バ

ナナ、カルダモンを抜いて観光が第１位となっており、観光は今後の更なる需要が見込まれるセクタ

ーとなっています。 

 2002 年 JICA は開発調査「全国観光開発調査」を実施し、「観光を通じた社会開発と自然・文化の

保全の推進」を目標とした全国観光マスタープランを策定しました。グアテマラ共和国政府は 2000

年に地域観光委員会（Comité Local de Turismo）を導入して観光行政の分権化を進め、2004 年には「ビ

ジネスとコーディネーションの場を提供し、また地域の観光対象の保全と保護という枠組みのなかで、

観光ポテンシャルのある観光圏、県、市町村が、観光計画とプロモーションを提案するための公的チ

ャネルとなり、地域の観光開発の基礎となる（条令 301-2004D 号）」ことを企図して、観光自治管理

委員会（Comité de Autogestión Turística：CAT）と改称しました。 

このような背景の下、グアテマラ共和国政府はわが国に対し、CATs の組織内の機能強化と関係組

織間の連携を構築し、持続可能な地域型観光振興を実現するための技術協力を要請し、2007 年 9 月

から 2010 年 8 月までの 3 年間の計画でプロジェクトが開始されています。 

今回の終了時評価は、グアテマラ共和国側と合同でプロジェクトの実績、成果、活動の持続性確保

や協力のインパクトを評価、確認するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言、及び今後の

類似案件実施にあたっての教訓を導くことを目的として実施されました。 

本報告書は同調査団の調査結果を取りまとめたものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援を頂いた関係各位に対し、心より感謝を申し上げます。 

 

平成 22 年 7 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
産業開発部長 米田 一弘 
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終了時評価調査結果要約表 
１．案件の概要 

国名：グアテマラ共和国 案件名：観光自治管理委員会強化プロジェクト 

分野：観光開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：産業開発部 協力金額（終了時評価時点）：2 億 5,000 万円 

協力期間：（R/D） 2007 年 9 月 11 日～

2010 年 9 月 10 日 

先方関係機関：観光庁（INGUAT）1、国家計画庁2、職

業訓練庁（INTECAP）3、対象地域の観光自治管理委員

会（CAT）4 

他の関連協力：開発調査「全国観光開発調査」 

１－１ 協力の背景と概要 

グアテマラ共和国（以下、「グアテマラ」と記す）には自然、遺跡、先住民文化などのポテン

シャルのある観光資源が豊富に存在している。近年のグアテマラの産品別外貨獲得額は、伝統

的輸出産品であるコーヒー、砂糖、バナナ、カルダモンを抜いて観光が第 1 位となり、今後の

更なる需要の伸びが見込まれるセクターである。 

他方、グアテマラへの外国人観光客の多くが、ユネスコ世界遺産に指定されているティカル

やアンティグア、優美な景色で有名なアティトゥラン湖などの名所を訪問するか、あるいはそ

の前後で隣国であるメキシコの遺跡とビーチのあるカンクンやベリーズのビーチへ抜けてお

り、グアテマラ国内各地に潜在する観光資源が地域開発に十分に活用されていない。また、地

方農村・山間部では森林伐採などの問題も深刻化しており、自然環境等の観光資源の保護は危

急の課題となっている。 

 2002 年 JICA は開発調査「全国観光開発調査」を実施し、「観光を通じた社会開発と自然・文

化の保全の推進」を目標とした全国観光マスタープランを策定した。グアテマラ政府は 2000

年に地域観光委員会（Comité Local de Turismo）を導入して観光行政の分権化を進め、2004 年

には「ビジネスとコーディネーションの場を提供し、また地域の観光対象の保全と保護という

枠組みのなかで、観光ポテンシャルのある観光圏、県、市町村が、観光計画とプロモーション

を提案するための公的チャネルとなり、地域の観光開発の基礎となる（条令 301-2004D 号）」

ことを企図して、観光自治管理委員会（Comité de Autogestión Turística：CAT）と改称した。 

このような背景の下、グアテマラ政府は CATs の組織内の機能強化と関係組織間の連携を構

築し、持続可能な地域型観光振興を図る本件について、わが国に技術協力を要請した。本技術

協力プロジェクトは、2006 年 11 月に事前評価調査が実施され、2007 年 2 月に R/D 署名、2007

年 9 月から 3 年間の計画で実施されている。 

今回の終了時評価では、2010 年 9 月のプロジェクト終了を控え、グアテマラ側と合同で、プ

ロジェクトの実績、各アウトプットとプロジェクト目標の達成度をプロジェクト・デザイン・

マトリックス（Project Design Matrix：PDM）に基づき確認し、評価 5 項目の観点からプロジェ

クトの評価を行うとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言、今後の類似案件実施にあ

たっての教訓を導くことを目的に実施された。 

 

 

                                                        
1 本プロジェクトのカウンターパート機関。 
2 グアテマラの援助窓口機関であり、本プロジェクトの JCC メンバー機関。 
3 本プロジェクトの JCC メンバー機関。プロジェクトと連携して CATs メンバーへの研修の提供を行った。 
4 地域観光振興を担う官民連携組織。 
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１－２ 協力内容 

観光庁（Instituto Guatemalteco de Turismo：INGUAT）は、ペテン県、アルタ・ベラパス県、

バハ・ベラパス県において、CATs の能力が強化と地域の資源を活用した観光振興をめざして、

（1）CATs の組織能力強化、（2）観光商品開発、（3）観光インフラとサービス改善、（4）マー

ケティング及びプロモーションの 4 分野の活動を行った。 

 

(1) 上位目標 

持続可能な観光及び自然・文化資源の保全が促進され、地域の経済開発と貧困削減に寄

与する。 

 

(2) プロジェクト目標 

ベラパス 2 県及びペテン県において、CATs の能力が強化され、地域の資源を活用した観

光振興が図られる。 

 

(3) 成 果 

コンポーネント 1：組織能力強化 

CATs の組織機能・能力が強化され、公共セクター、コミュニティ、観光零細企業の協同

支援メカニズムが整備、確立される。 

コンポーネント 2：観光商品開発 

観光商品やパッケージが特定され、定義される。 

コンポーネント 3：観光インフラとサービス 

観光資源の保護も含めて、観光客を受け入れるためのサービス・インフラが改善される。

コンポーネント 4：マーケティング及びプロモーション 

定義された観光商品やパッケージが国内及び国際的に認知される。 

 

(4) 投入（評価時点） 

【日本側】 

長期専門家派遣：1 名、短期専門家派遣：5 名、研修員受入（本邦研修：6 名、第三国研

修：39 名）、機材供与：107 万 6,000 円、ローカルコスト負担：216 万 5,000 ケツァル 

【相手国側】 

カウンターパート配置：6 名、施設提供：INGUAT 内プロジェクト事務所、ローカルコ

スト負担：イベント開催費用やその他必要経費（金額は不明） 

２．評価調査団の概要 

調査者（担当分野：氏名・職位）： 

(1) 総括：西本光徳（JICA 産業開発部 参事役） 

(2) 評価分析：長谷川さわ（株式会社 日本開発サービス 調査部 研究員） 

(3) 協力企画：石田美帆（JICA 産業開発部 民間セクターグループ 産業・貿易課） 

現地調査期間：2010 年 6 月 30 日～7 月 12 日（総括、協力企画） 

2010 年 6 月 20 日～7 月 12 日（評価分析） 

評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

投入実績は、日本・グアテマラ側双方とも予定どおり投入された。活動実績についても、PDM
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で計画された活動はおおむね予定どおり実施された。残りの活動として、プロジェクト終了ま

でに各種マニュアルを作成する予定である。各アウトプット・目標の達成度は以下のとおり。

＜各アウトプットの達成度＞ 

コンポーネント 1（組織能力強化）は、達成された CAT と達成されなかった CAT があり、

CAT によって組織能力強化の度合いに差が見られた。コンポーネント 2（観光商品開発）は、

プロジェクトによって観光商品が確実に開発され、達成度は高い。コンポーネント 3（観光

インフラとサービス）は、コンポーネント自体の内容があいまいであったため、プロジェク

トによる効果は弱く、達成度はやや低い。コンポーネント 4（マーケティング及びプロモー

ション）は、観光商品を紹介するパンフレットなどの観光プロモーション用資料が開発され、

達成された。 

＜プロジェクト目標の達成度＞ 

PDM の指標である「CAT の年間予算額」「プロジェクト対象地域の各市の観光セクターの

企業数」「プロジェクト対象地域の各市の観光セクターの雇用者数」はいずれも伸びを示して

おり、量的データからはプロジェクト目標の達成が確認された。しかし、指標は対象地域全

体の地域観光振興の度合いを示してはいるが、各 CAT の能力強化の質的度合いを測るものと

はなっておらず、ヒアリング等の質的データからは、CAT の組織能力強化の度合いが一部の

CAT では高いものの、一部の CAT では伸びが見られないなど、各 CAT によって異なってい

ることが確認された。よって、各 CAT ではなくプロジェクト全体としての目標の質的達成度

を判断するのは難しかった。 

＜上位目標の達成見込み＞ 

PDM 指標の「プロジェクト対象地域の各市の訪問者数」「プロジェクト対象地域の各市で

認証取得した企業数」はいずれも大きな伸びを示していることが確認された。ただし、指標

値の伸びとプロジェクト活動との因果関係がはっきりしていないため、データが伸びたのは

必ずしもプロジェクトによる効果ではなく、他の要因（中米 4 カ国間の移動自由化など）に

よる影響もあると考えられる。 

 

３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性 

総合的に、本プロジェクトの妥当性は高いと判断される。 

本プロジェクトの目標は、グアテマラの開発政策及び観光政策、日本の対グアテマラ援

助政策、地元の開発ニーズに合致し、ジェンダーへの配慮もなされ、妥当性は高い。プロ

ジェクトのアプローチとしてターゲット・グループを CAT に選定した妥当性もある。ただ

し、各 CAT によってメンバーの構成や職種・教育レベルがかなり異なるため、プロジェク

ト対象地域のすべての CAT を一律に同じ方法で強化するよりも、CAT によって能力強化の

手法を変えるような戦略が必要だったといえる。また、計画段階で観光資源のタイプを厳

密に限定しない方が、地域資源を活用した観光振興について柔軟に検討できた可能性があ

る。 

 

(2) 有効性 

本プロジェクトを通じ、プロジェクト対象地域では、対象外地域に比べて多くの CAT が

設立され、一部の CAT では自主的なイベントが開催されるまでに能力強化が図られた。ま

た、他地域の CAT やメキシコとの交流が進み、観光分野の先進事例や参考情報の交換や、

今後の観光産業振興のためのネットワーク構築がなされた。さらに、本プロジェクトを通
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じて、地域の資源を生かした新たな観光商品の開発や、地域の観光をプロモーションする

ためのプロモーション素材の作成がなされ、これらを活用したプロモーション・イベント

なども開催された。よって、本プロジェクトはグアテマラの観光開発に対する一アプロー

チとして有効であったと評価される。一方で、CAT の組織能力強化についての基準が、プ

ロジェクト内で共有されていなかったため、組織能力強化についての客観的な評価に課題

が残った。 

 

(3) 効率性 

本プロジェクトでは日本・グアテマラ側双方から計画どおりに投入が行われ、活動もほ

ぼ予定どおりに実施された。実施プロセスは、プロジェクト 1 年目はやや問題があったも

のの、2 年目以降、一部のアウトプットは順調に達成され始めた。また、日本・グアテマ

ラ側の実施体制上の問題から、開始当初は効率の悪い状態が生じていたが、日本・グアテ

マラ側双方の努力によって徐々に改善されていった。PDM はプロジェクト期間中に 2 度改

定されたが、変更内容は指標項目の変更とグアテマラ側実施体制の変更のみで、現場の状

況に合わせた活動内容の変更は行われなかった。 

実施においては、中間レビューや今回の終了時評価では、評価方針・デザインの決定な

どが JICA 側主導で行われたが、プロジェクト全体としては、グアテマラ側関係者からは、

日本人専門家とのコミュニケーションはよく取れており、満足のいくやり方で行われた、

との回答を得た。 

また、プロジェクト対象地域が 3 県（ペテン県、アルタ・ベラパス県、バハ・ベラパス

県）に渡っていたため、面積が広範囲になりすぎてスムーズな実施が阻害された状況があ

った。短期専門家の人月数が 1 人当たり 3 カ月／年と比較的少なかったため、その人月数

でカバーするには対象範囲が広すぎた、という面があった。中間レビュー調査での指摘の

のち、人月数が少し増やされたが、当初の人月数のままで行うのであれば、対象地域を１

県に絞って集中的に行うか、もしくは人月数を増やして当初の計画どおり 3 県を対象にす

るなどの配慮が必要であったと思われる。3 県を対象とするなら 1 人当たり 4～5 カ月／年

が適当であったと思われる。 

 

(4) インパクト 

本プロジェクトのインパクトは、プラスの影響については今後出現することが見込め、

マイナスの影響が出現することは考えにくい。 

上位目標の達成見込みについては、PDM 指標である「プロジェクト対象地域の各市の訪

問者数」「プロジェクト対象地域の各市で認証取得した企業数」は伸びており、肯定的な結

果が出た。しかし、指標値の伸びとプロジェクト活動との因果関係がはっきりしておらず、

指標データが増えたのは必ずしもプロジェクトによる効果だとは断定できないため、他の

要因も考える必要がある。インタビュー等を通じて収集した質的データにおいても、上記

の因果関係や実際の状況についてはっきりとした結論が得られておらず、また、観光振興

分野は経済動向や政治状況等の外部条件による影響も大きいため、上位目標の達成見込み

については、現時点での判断は難しい。 

プロジェクトの計画時に予期していなかった正負の影響について、プラスのインパクト

としては、イベント開催における CAT の自力の資金調達や、地域内外での CAT メンバー

同士の活発な交流、「道の駅」のコンセプトの普及が挙げられる。 

今後のインパクトの出現については、各 CAT の状況によるといえる。幾つかの CAT に
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おいては、メンバーのモチベーションや意欲、組織能力とも高いため、今後更なるプラス

のインパクトが出てくることが見込まれる。反対に、本プロジェクトの負の影響について

は実施中に報告がなく、今後もプロジェクトによるマイナスのインパクトが生じることは

考えにくい。 

 

(5) 自立発展性 

政策・制度面：今後も観光セクターがグアテマラの中心産業として発展していく見込み

は十分あり、観光を通じた地域の発展もめざされているので、今後も CAT を通じた地域レ

ベルの観光開発政策が継続される見込みである。 

体制面：INGUAT の体制について、CAT の直接の担当者が中央の CAT コーディネーター

と地方の観光プロモーターだけではまだ体制が弱いといえ、INGUAT 内に「CAT 課」のよ

うな部署を組織するなど、CAT の支援体制をより強化していくことが必要である。また、

有能な観光プロモーターを育成していくことが今後の CAT 発展のカギとなる。 

技術面：プロジェクト終了までに CAT マニュアルが完成する予定であり、他地域の CAT

にプロジェクトで実施された持続可能な地域型観光振興に関する知識・経験・ノウハウな

どの成果が移転される可能性は十分にあるため、CAT 全体としてみれば、自立発展性が見

込まれる。なお、プロジェクトで作成したプロモーション素材の継続利用のためには、著

作権に係る問題の整理が必要である。 

財務面：INGUATからCATへの財務的支援は、職業訓練庁（Instituto Técnico de Capacitación 

y Productividad：INTECAP）と連携した CATs への研修の費用負担継続など、今後も支援が

続く見込みである。CAT 自身の資金調達については、今後もイベント開催等においてスポ

ンサーを獲得していくなどの方策が定着していけば、INGUAT に大きく頼らずとも自立し

た運営が可能になる。 

環境面：グアテマラでは治安の改善と観光インフラの整備が課題となっており、また観

光産業は経済動向等の外部条件の影響を受けやすいため留意する必要があるが、国におけ

る観光産業の重要性も配慮して、政府レベルでこれらの課題について対策が講じられてい

る。 

以上より、本プロジェクトの今後の自立発展性は、INGUAT における CAT 実施体制の強

化及び観光プロモーターの育成がきちんとなされれば、良好であるといえる。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること 

本プロジェクトで計画された各活動を通じ、プロジェクト対象地域では、他地域と比較

して多くのCATsが設立され、またCATs独自のイベントなどが開催されるようになるなど、

目に見える成果が確認された。よって、本プロジェクトはグアテマラの観光開発に対する

一アプローチとして有効であったと評価できる。 

 

(2) 実施プロセスに関すること 

他地域の CAT 及びメキシコとの交流・ネットワークの構築、プロジェクトの活動への女

性の積極的な参加は、プロジェクトの効果発現に貢献した。また、観光プロモーターが優

秀で熱心であるところは、CAT の活動もより活発になるという傾向があった。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
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(1) 計画内容に関すること 

成果 3 は観光インフラとサービスの改善をめざすものであり、案内板設置等の活動が行

われたが、グアテマラで「インフラ」というと道路など大規模インフラがイメージされる

ため、グアテマラ側関係者に本コンポーネントの意味が正確に伝わらず、本コンポーネン

トに対する意識も低くなった。よって成果 3 は、案内板設置や維持管理等で一定の成果を

上げたものの、達成度はやや低いとの結果となった。 

 

(2) 実施プロセスに関すること 

本プロジェクトの実施プロセスについて、日本人専門家の実施体制、グアテマラ側カウ

ンターパートの実施体制、県レベルの CAT への活動（観光戦略プランやオペレーション・

プランの策定）、モニタリングの活用法に関する問題点が指摘されたが、これらはプロジェ

クト実施中に改善された。 

 

３－５ 結 論 

観光は総合的な要素からなるため、1 つのアプローチでプロジェクト対象地域及び国全体の

観光振興を望むのは難しいものの、本プロジェクトでは、グアテマラの観光振興・開発のため

の一手段として CAT に焦点を絞り、その仕組みづくり・発展に貢献したという点において、効

果を上げたといえる。 

また、CAT という同じ名前が付いた団体であっても、おのおのでメンバーの構成や内容、教

育レベルがかなり異なり、日本の観光協会に近い形の CAT もあれば、農民グループのような

CAT もある。したがって、全部の CAT を一律に同じやり方で支援していくのは戦略的でなく、

似た特徴の CAT ごとに分類し、それぞれで強化のやり方を変えて対応することが必要と思われ

る。 

今後、グアテマラの観光ないしは地域開発の支援を考えるのならば、一案として、観光協会

的な CAT には新しい観光開発ツールを紹介していき、農民グループのような CAT には一村一

品運動の活動を紹介したり、役所等への申請書の書き方を指導したりするなどの支援方法で臨

んでいくことが提案される。 

 

３－６ 提 言 

(1) 観光庁（INGUAT）への提言 

1) CAT の組織能力強化の度合いを適切に測るため、CAT の組織能力の基準を設定するこ

と。 

2) 優秀な観光プロモーターの配置が CAT 発展のカギとなるため、観光プロモーターの選

定基準を明確にし、また、観光プロモーター選定プロセスの透明性を確保すること。 

3) 本プロジェクトで一部費用を負担して実施した、INTECAP による CAT への観光研修

提供を、プロジェクト終了後、INGUAT 資金を活用して継続すること。 

4) プロジェクトで作成したプロモーション素材を、プロジェクト終了後に CAT が自由に

活用できるよう、プロモーション素材の著作権の問題を整理すること。 

5) プロジェクトの経験・ノウハウを他地域に広めるためのマニュアルを、プロジェクト

終了までに完成させること。 

 

(2) 観光自治管理委員会（CATs）への提言 

1) 各 CAT が自身の基盤強化のため、資金提供が可能な団体（市役所、NGO、企業）等
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の外部組織とのネットワークを強化すること。 

 

３－７ 教 訓 

以下の 5 つの教訓が提示された。 

(1) プロジェクト開始前に詳細な調査を行って妥当なプロジェクト設計を行い、また、プロ

ジェクト実施中に当初計画との齟齬が生じた場合には、柔軟な計画変更を行う必要がある。

(2) JICA 直営専門家とコンサルタント・チーム混合によるプロジェクト実施の際には、メリ

ット（プロジェクト全体の費用削減）、デメリット（別々の予算を組むことによって生じる

活動遅延）を認識のうえ、円滑なプロジェクト運営のための配慮が必要である。 

(3) 観光を通じた地域開発を目的とした案件では、案件の計画段階で観光資源のタイプを限

定しすぎないこと、プロジェクト対象地域での活動に加えてプロジェクト対象地域外との

交流を行うことが有効である。 

(4) 評価グリッドの作成などの評価方針やデザイン等の議論にカウンターパートの参加を促

し、効果的な合同評価を行う必要がある。 

(5) 適切な指標の設定や、モニタリング担当者の明確化等を行い、プロジェクト・モニタリ

ングの効果的な実施のための工夫をすることが望ましい。 

 

３－８ フォローアップ状況 

提言された事項はプロジェクト終了までに実施され、新たな投入を伴う協力活動は実施され

ていない。 
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終了時評価調査結果要約表（英文） 

I. Outline of the Project 

Country：The Republic of Guatemala Project title：The Project for Capacity Development of the 

Tourism Self-Management Committees 

Issue/Sector：Tourism Development Cooperation scheme：Technical Cooperation 

Division in charge：Industrial Development Department Total cost：250 million Japanese yen (as of the time of 

evaluation) 

 

Period of 

Cooperation 

(R/D): September 11, 2007 – September 10, 

2010 

 

Partner Country’s Implementing Organization：Guatemala 

Tourist Commission (INGUAT), Secretary of Planning and 

Programming of the Presidency (SEGEPLAN), Technical 

Institution for Training and Productivity (INTECAP), Tourism 

Self-Management Committee (CATs) 

Supporting Organization in Japan： 

Related Cooperation：The Study of National Tourism Development (2000 – 2002) 

１ Background of the Project 

Guatemala has rich tourism resources such as nature, heritage and indigenous cultures. The recent first field of foreign currency 

acquisition is tourism, surpassing traditional export goods like coffee, sugar, banana and cardamom, and the tourism industry is 

expected as a very promising sector for growth in demand. 

 

However, the potential tourism resources are not used for the regional development sufficiently and deforestation in rural and 

mountain areas is getting a serious problem. The protection for tourism resources such as natural environment is an urgent 

issue. 

 

JICA implemented “The Study of National Tourism Development” in 2002 for the social development through tourism and

the promotion of natural and cultural conservation. The Guatemalan government introduced a system of the Local Tourism 

Committee in 2000 and changed the title to the Tourism Self-Management Committee (CAT) in 2004. 

 

Under these circumstances, the Guatemalan government requested for technical cooperation to the Japanese government in 

order to strengthen the organization of CAT, build a coalition with other organizations concerned and aim for the sustainable

regional tourism development. 

 

２ Project Overview 

（１） Overall Goal 

Sustainable tourism and conservation of natural and cultural tourism resources in the region are promoted, that contribute to the 

economic development and poverty reduction. 

（２） Project Purpose 

The management capacity of the Tourism Self-Management Committees is strengthened, and tourism based on the use of 

local resources in the areas of las Verapaces and Petén is offered. 
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（３） Outputs 

Component 1: Strengthening of Organization 

The functions of Tourism Self-Management Committees are strengthened and the mechanism of cooperative support among 

the public sector, communities, micro and small enterprises of the tourism sector is established. 

Component 2: Tourism Product Development 

The tourism products and packets are identified and defined. 

Component 3: Tourism Infrastructure and Service 

Service and infrastructure to receive tourists and conserve the tourism resources are improved. 

Component 4: Marketing and Promotion 

The defined tourism products and packets are recognized at national and international levels. 

（４）Inputs 

Japanese side： 

Long term expert: 1, Short term expert: 5, Counterpart training: 6 (training in Japan and 39 (training in Mexico), Provision of 

equipment: 1,076 thousand Japanese yen, Local cost: 2,615 thousand Quetzal 

Guatemalan Side： 

Counterpart assignment: 6, Offices and facilities: project office in INGUAT, Local cost: necessary expenses for holding events 

and others (the amount is unknown) 

 

II. Evaluation Team 

Members of 

Evaluation 

Team 

 

(1) Team Leader: Mr. Mitsunori Nishimoto, Senior Advisor to the Director General, Industrial 

Development Department, JICA 

(2) Evaluation Analysis: Ms. Sawa Hasegawa, Consultant, Japan Development Service 

(3) Cooperation Planning: Ms. Miho Ishida, Private Sector Development Division, Industrial Development 

Department, JICA 

 

Period of 

Evaluation 

June 20 – 12 July, 2010 Type of Evaluation： Terminal Evaluation 
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III. Results of Evaluation 

１ Summary of Evaluation Results 

（１）Relevance 

Tourism still remains the high priority in Guatemala since the time of Ex-ante Evaluation for the project conducted in January 

2007 and the project purpose and overall goal are in line with the national plan that places the emphasis on regional 

development, economic development and poverty reduction in Guatemala. 

 

The project is also consistent with the Japan’s ODA policy towards Guatemala that regards the tourism sector as a key area of 

assistance and that puts a special focus on the improvement of local tourism administration. 

 

The project was relevant to local needs and gender issue as well. Women participation to the project was very high. 

 

According to the questionnaire survey and interviews, most answers were that the selection of target group for the project, 

CATs, was reasonable. However, CATs are very different from CAT to CAT in gender, occupation and educational level of 

members. In view of this, it is necessary to classify CATs through a similar aspect and deal with each CAT by changing the 

way of strengthening. In addition, there were possibilities to consider project activities more flexibly if the types of tourism 

resources were not limited strictly before the project starts. 

 

The above relevance are summed up that the relevance of the project is high. 

 

（２）Effectiveness 

The project can be evaluated to have been effective as one approach to the tourism development in Guatemala. 

 

As the visible examples of project achievement, the first example is that there are more CATs established in the project regions 

than in other regions. The second is that exchange, communication and cooperation among CATs in the project regions are 

more feasible compared to other regions. The third is that COMPETUR and other events were organized and held by the 

planning and execution committees formed by CATs members. CATs in Verapaces found some money from sponsors by their 

own. 

 

However it was difficult to evaluate “Effectiveness” of the project objectively, because the degree of strengthening of CATs 

differed from CAT to CAT and the way of measuring the situation of capacity development of CATs was not decided. 
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（３）Efficiency 

Inputs from both Japanese side and Guatemalan side were made as planned and the effects to the inputs were reasonable. 

Based on the results of the questionnaire survey, interviews and site visits, it can be said that inputs for the project and project 

activities were used in an efficient manner. 

 

As noted in the Mid-term Evaluation, some issues were pointed out that some factors had disturbed the smooth 

implementation of the project in the first year. However, recommendations made by the Mid-term Evaluation were considered 

after the evaluation and some modifications and improvements have been made in the project implementation. The situation 

was improved by the efforts of both Guatemalan side and Japanese side and the achievement of outcomes could be obviously 

made in the second year. Most project outcomes were achieved in the second year. 

 

Also noted in the Mid-term Evaluation, the assignment period for the short-term experts, three-month for one expert per year 

was short for covering the target area. Since the three districts of Petén, Alta Verapaz and Baja Verapaz are huge target area in 

size, the project management was relatively difficult with the limited assignment of experts. It also caused some difficulties in 

implementing the project sufficiently. According to the interviews with Japanese experts, four to five-month assignment period 

would be appropriate. Based on the result of Mid-term Evaluation, a few amount of assignment were added. 

 

The efficiency of the project was basically good, but if more assignments for experts had been given to the project, it would 

have got better effects with more detailed assistance and instructions by them. 

 

（４）Impact 

Regarding the prospect for achievement of overall goal of the project, it would be prospective if the CATs experiences and 

know-how of the project are certainly spread to other regions in future. 

 

There were some examples of positive impact arising during the implementation of the project. That is, the examples are that 

CAT members found some money from sponsors by their own at COMPETUR and that exchange, communication and 

cooperation among CATs members got more facilitated. As another example, the concept of “Road Station (Michi no Eki)” 

has been also prevalent to CATs members in the project regions. The successful results of training in Mexico is also the 

example of positive impact arising. 

 

The future impact arising is thought to depend on each CAT situation. Some CATs might generate a positive impact in future 

since their motivation, energy and capacity as the organization are strong. On the other hand, it is difficult to think that the 

negative impact by the project could be brought about during and after the project. 

 

The positive impact arising of the project is promising in future, whereas the negative impact seems not to be arisen. 
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（５）Sustainability 

The sustainability of CATs system and their activities shall be high if the issues below are considered. 

 

-  Policy 

Tourism still remains the high priority in Guatemala and CATs system and their activities shall be continued in Guatemala. 

 

- Structure 

Considering the current situation of INGUAT, its implementation system for dealing with CATs, one CAT coordinator and 

CAT promoters is not weak, but in order to keep CATs activities sustainable, it would be better to strengthen the current system 

of INGUAT and put the CATs section to higher position than now. INGUAT should continue to support the self-management 

and autonomy of CATs.In addition, there is a tendency that whether or not CATs activities are efficient is influenced by the 

ability of CAT promoters. Developing good CAT promoters will be therefore the key for future development. 

 

- Skill 

The CAT manual will be completed before the end of the project in order to spread the project experiences and know-how to 

other regions.  

It is necessary to manage the materials made by the project to utilize them after the project completion. It is desirable to make a 

guideline for this issue if possible.  

 

- Finance 

Financial support from INGUAT, such as the cost of training provided by INTECAP and other institutions to CATs, will be 

continued. In addition, it is necessary for CATs to strengthen the ability to find some money from sponsors by their own. 
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２．Factors that promoted realization of effects 

（１）Factors concerning to Planning 

There are more CATs established in the project regions than in other regions, and COMPETUR and other events were 

organized and held by the planning and execution committees formed by CATs members. CATs in Verapaces found some 

money from sponsors by their own. Therefore, the project can be evaluated to have been effective as one approach to the 

tourism development in Guatemala. 

（２）Factors concerning to the Implementation Process 

Communication and cooperation among CATs in the project regions which was built through the project is contributed to 

realization of effects. Women participation to the project is also promoted realization.  

In addition, there is a tendency that whether or not CATs activities are efficient is influenced by the ability of CAT promoters. 

 

３．Factors that impeded realization of effects  

（１）Factors concerning to Planning 

Through the activities regarding Output 3, tourism infrastructures such as the information board are installed. However 

Guatemalan sides have few interests in this component, because, generally, Guatemalan people consider the word 

“infrastructure” big infrastructures such as road, and there is a difference between their image and activities regarding Output 3.

（２）Factors concerning to the Implementation Process 

Some issues, such as structure of the project and project monitoring, were pointed out. However, the situation was improved by 

the efforts of both Guatemalan side and Japanese side. 

 

４．Conclusion 

This project can be said to have achieved an effect in that it contributed to two things, building a mechanism for CATs and 

developing or strengthening CATs, with focusing on its system as one way of approach for tourism development in Guatemala. 

Since tourism development is an integrated result of efforts by different stakeholders, it is therefore reasonable to say that in 

aiming for tourism development in all project target regions or the whole country in Guatemala, it is better to consider other 

approaches as well. 

 

In addition, CATs are very different from CAT to CAT in gender, occupation and educational level of members. While some 

CATs consist of members who are truly engaged in the tourism sector, some CATs consist of farmers. In view of this, it is not a 

strategic way to strengthen all CATs in a single uniform way and that it is necessary to classify CATs through a similar aspect 

and deal with each CAT by changing the way of strengthening. It is considered that while an example of the former CATs 

could be introduced to by many new tools for tourism development and that an example of the latter CATs could be taken as a 

different approach in order to aim for tourism development or regional development in Guatemala in future. 
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５．Recommendations 

-  Recommendations to INGUAT 

(1) Making the way of measuring the situation of capacity development of CATs 

(2) Finishing making the CAT manual before the end of the project in order to spread the project experiences and know-how 

to other regions 

(3) Emphasis on compliance with profile in selecting CAT promoters 

(4) Continuing to provide the training for CATs by INGUAT through INTECAP and other institutions training courses 

(5) Managing copyright of the marketing and promotion materials made by the project 

 

-  Recommendations to CAT 

(1) Strengthening an approach to the outsides to build a network of cooperation with outside organizations 

 

６．Lessons Learned 

The project got the following five lessons. 

(1) More detailed check and closer investigation in planning the project and review of the plan during the project 

implementation 

(2) Further consideration to the combination system of the expert directly managed by JICA and the consultant expert 

(3) Tips for designing the future tourism development and regional development project 

(4) Effective practice of joint evaluation 

(5) Importance of gathering indicators data and monitoring the project 

 

７．Follow-up Situation 

There are no activities which need new installations. 
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第１章 調査の概要 
 

１－１ プロジェクト実施の背景及び現況 

グアテマラ共和国（以下、「グアテマラ」と記す）には自然、遺跡、先住民文化などのポテン

シャルのある観光資源が豊富に存在している。近年のグアテマラ産品別外貨獲得額は、伝統的輸

出産品であるコーヒー、砂糖、バナナ、カルダモンを抜いて観光が第 1 位となり、今後の更なる

需要の伸びが見込まれるセクターである。 

他方、グアテマラへの外国人観光客の多くが、ユネスコ世界遺産に指定されているティカルや

アンティグア、優美な景色で有名なアマティトラン湖などの名所を訪問するか、あるいはその前

後で隣国であるメキシコの遺跡とビーチのあるカンクンやベリーズのビーチへ抜けており、グア

テマラ国内各地に潜在する観光資源が地域開発に十分に活用されていない。また、地方農村・山

間部では森林伐採などの問題も深刻化しており、自然環境等の観光資源の保護は危急の課題とな

っている。 

 2002 年 JICA は開発調査「全国観光開発調査」を実施し、「観光を通じた社会開発と自然・文化

の保全の推進」を目標とした全国観光マスタープランを策定した。グアテマラ政府は 2000 年に地

域観光委員会（Comité Local de Turismo）を導入し、2004 年には「ビジネスとコーディネーショ

ンの場を提供し、また地域の観光対象の保全と保護という枠組みのなかで、観光ポテンシャルの

ある観光圏、県、市町村が、観光計画とプロモーションを提案するための公的チャネルとなり、

地域の観光開発の基礎となる（条令 301-2004D 号）」ことを企図して、CAT と改称した。 

このような背景の下、グアテマラ政府は、CATs の組織内の機能強化と関係組織間の連携を構築

し、持続可能な地域型観光振興を図る本件について、わが国に技術協力を要請した。本技術協力

プロジェクトは、2007 年 9 月から 3 年間の計画で実施されており、2010 年 9 月のプロジェクト終

了を控え、今般、終了時評価調査団を派遣することとなった。 

 

１－２ 調査の目的 

今回実施する終了時評価は、以下を目的とする。 

・ プロジェクトの実績、成果、活動の持続性確保や協力のインパクトを評価、確認する。 

・ 今後のプロジェクト活動に対する提言、及び今後の類似案件実施にあたっての教訓を導く。 

 

１－３ 調査団構成 

(1) 総括 西本光徳 JICA 産業開発部 参事役 

(2) 評価分析 長谷川さわ 株式会社 日本開発サービス 調査部 研究員 

(3) 協力企画 石田美帆 JICA 産業開発部 民間セクターグループ 産業・貿易課 

 

１－４ 調査日程 

2010 年 6 月 30 日（水）～7 月 12 日（月）総括、協力企画 

2010 年 6 月 20 日（日）～7 月 12 日（月）評価分析 
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Date Time 

Activities 

Ms. Hasegawa （Evaluation 

Analysis） 

Mr. Nishimoto （Leader） 

Ms. Ishida （Planning） 

Jun. 20

（Sun.）

 Narita（15:55）⇒Houston（13:50）

（CO 006） 

Houston（19:05）⇒Guatemala city

（20:58）（CO 453）  

＜Stay at Guatemala city＞ 

 

Jun. 21

（Mon.）

9:00-9:30 

9:30-10:00 

10:00-10:15

 

11:00–12:30

14:30-16:30

・Visit to Guatemala Office （Mr. 

Sasaki） 

・Schedule and logistics （Ms. Ito） 

・Security briefing （Mr. Nonami） 

JICA ⇒ INGUAT 

Meeting with JICA experts 

・Visit to INGUAT 

＜Stay at Guatemala city＞ 

 

Jun. 22

（Tue.） 

9:00-12:30 

14:00-17:00

18:00-19:00

・Meeting with INGUAT CPs 

Capital ⇒ San Jeronimo 

・Meeting with San Jeronimo CAT 

＜Stay at San Jeronimo city＞ 

Jun. 23

（Wed.）

8:30-10:00 

10:00-11:30

11:30-15:00

15:00-16:30

San Jeronimo ⇒ Rabinal 

・Meeting with Rabinal CAT 

Rabinal ⇒ Santa Cruz 

・Meeting with Camino Pokom CAT 

＜Stay at Santa Cruz city＞ 

Jun. 24

（Thu） 

8:30-11:00 

11:00-12:30

14:00-16:00

Santa Cruz ⇒ Chisec 

・Meeting with Chisec CAT 

・ Visit at Cave of Canderaria 

Camposant with Chisec CAT 

members. 

＜Stay at Raxurja city＞ 

Jun. 25

（Fri.） 

8:00-11:00 

11:30-13:00

 

Chisec ⇒ Sayaxche 

・ Meeting with Syaxche CAT and 

Municipality of Sayaxche 

＜Stay at Sayaxche city＞ 

Jun. 26

（Sat.） 

9:00-11:30 

11:30-12:30

13:30-14:30

15:00-16:30

16:30-17:30

・Visit at Activity of Sayaxche CAT 

Sayaxche ⇒ Flores 

Flores ⇒ Remate 

・Meeting with Remate CAT 

Remate ⇒ Flores 

＜Stay at Flores city＞ 

 

Jun. 27 

（Sun.）

 ・Individual Work 

＜Stay at Flores city :Hotel Peten＞ 



－3－ 

Jun. 28 

（Mon.）

8:30-11:30 

11:30-13:30

15:30-17:00

Flores ⇒ Rio Dulce  

Rio Dulce ⇒ Livingston 

・Meeting with Livingston CAT 

＜Stay at Livingston city＞ 

Jun. 29 

（Tue.） 

8:30-10:00 

10:00-19:00

Livingston ⇒ Rio Dulce 

Rio Dulce ⇒ Antigua 

＜Stay at Antigua city＞ 

 

Jun. 30 

（Wed.）

9:00– 17:00

 

ANTIGUA SEMINAR 

 

                  

                                

<Stay at Antigua city> 

Narita（15:55）⇒Houston（13:50）

（CO 006） 

Houston（19:05）⇒Guatemala city

（20:58）（CO 453）  

＜Stay at Guatemala city＞

Jul. 1 

（Thu.）

 

 

17:00-18:00

ANTIGUA SEMINAR 

 

Antigua ⇒ Guatemala  

＜Stay at Guatemala city＞ 

Guatemala ⇒ Antigua 

ANTIGUA SEMINAR 

Antigua ⇒ Guatemala 

＜Stay at Guatemala city＞

Jul. 2 

（Fri.） 

 Document Preparation 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Stay at Guatemala city＞ 

Guatemala（6:30）⇒ Flores（7:40）

8:00-8:40 Flores ⇒Remate 

8:40-9:50 Visit to Project site fo 

Remate CAT 

9:50-10:30 Remate ⇒ Flores   

10:30-12:00  

Meeting with INTECAP  

12:00-13:00  Flores ⇒ La 

Libertad   

14:30 -15:30  

Meeting with La Libertad CAT 

15:30-16:30 

La Libertad ⇒  Poptber    <Stay 

at Poptun city> 

Jul. 3 

（Sat.） 

 Document Preparation 

 

 

                  

 

 

 

 

 

＜Stay at Guatemala city＞ 

8:30-10:00 

Poptún ⇒ Naj Tunich  

10:00-12:00 

・Infrastructure site in Naj Tunich 

12:00-13:30 

Naj Tunich ⇒ Poptun  

14:30-15:30 

・Meeting with Poptún CAT 

15:30-17:00 

Poptún ⇒ Flores 

 

Flores （19:37） ⇒ Guatemala

（20:42） 

＜Stay at Guatemala city＞
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Jul. 4 

（Sun.）

10:00-12:30 TEAM MEETING （JICA Guatemala Office） 

＜Stay at Guatemala city＞

Jul. 5 

（Mon.）

9:00-9:30 

9:30-10:30 

11:00-11:30

11:30-12:15

14:00-17:00

・Visit to JICA （Mr. Sasaki, Mr. Aoki） 

・Meeting with JICA Staff （Schedule and Security Briefing） 

・Visit to INGUAT （Project Office） 

・Visit to INGUAT Director 

・Meeting with INGUAT Counterparts  

（Instruction of series of Discussion for the Project Evaluation） 

＜Stay at Guatemala city＞

Jul. 6 

（Tue） 

9:00-12:00 

13:30-17:00

Meeting with INGUAT （Discussion on Draft of M/M and Evaluation Result）

・ Meeting with JICA specialists （Jul 6, 7, and 8） 

＜Stay at Guatemala city＞

Jul. 7 

（Wed）

9:00-12:00 

 

13:30-17:00

・Meeting with INGUAT （Discussion on Draft of M/M and Evaluation 

Result） 

・Meeting with JICA specialists （Jul 6, 7, and 8） 

                   ＜Stay at Guatemala city＞

Jul. 8 

（Thu） 

9:00-12:00 

 

13:30-17:00

・Meeting with INGUAT （Discussion on Draft of M/M and Evaluation 

Result） 

・Meeting Japanese side（If necessary） 

・Meeting with JICA specialists （Jul 6, 7, and 8） 

                 ＜Stay at Guatemala city＞

Jul. 9 

（Fri） 

9:00-11:00 

15:00-16:00

16:30-17:30

 

・JCC and Signing of M/M （INGUAT, SEGEPLAN, JICA） 

・Report to Embassy of Japan 

・Report to JICA Office 

                    ＜Stay at Guatemala city＞

Jul. 10 

（Sat） 

 Guatemala city（13:10）⇒Houston（16:57）（CO 444） 

＜Stay at Houston＞

Jul. 11 

（Sun） 

 Houston（10:50）⇒  

Jul. 12 

（Mon）

 ⇒ Narita（14:20）（CO 007） 

 

１－５ プロジェクトの概要 

プロジェクトの概要は以下のとおり。 

(1) 上位目標 

持続可能な観光及び自然・文化資源の保全が促進され、地域の経済開発と貧困削減に寄与

する。 

 

(2) プロジェクト目標 

べラパス 2 県及びペテン県において、CATs の能力が強化され、地域の資源を活用した観光

振興が図られる。 
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(3) 成 果 

① CATs の組織機能・能力が強化され、公共セクター、コミュニティ、観光零細企業の協同

支援メカニズムが整備、確立される。（組織能力強化） 

② 観光商品やパッケージが特定され、定義される。（観光商品開発） 

③ 観光資源の保護も含めて、観光客を受け入れるためのサービス・インフラが改善される。  

（観光インフラとサービス） 

④ 定義された観光商品やパッケージが国内及び国際的に認知される。（マーケティング及び

プロモーション） 

 

(4) 活 動 

1) 活動 1 

(ア) INGUAT、INTECAP、グアテマラ開発財団（FUNDESA）やグアテマラ輸出振興協会

（Asociación Guatemalteca de Exportadores：AGEXPORT）など NGO を含む CATs 関連

組織の組織・機能についての SWOT 分析を実施する。 

(イ) CATs の組織分析を実施し、問題を特定する。 

(ウ) CATs、観光零細企業、観光プロジェクトを実施しているコミュニティの能力強化のた

めに必要な支援を特定する。 

(エ) CATs の組織について見直し、責任役割分担等について定義する。 

(オ) 各県レベルの CATs の観光戦略プランを策定する。 

(カ) 各県レベルの CATs のオペレーション・プランを策定する。 

(キ) 分析結果に基づいて、管理運営能力面のキャパシティ・ディベロップメントを実施す

る。 

(ク) 公共セクター、コミュニティ、観光零細企業の協同支援メカニズムを構築する。 

 

2) 活動 2 

(ア) 観光地、アトラクション、アクティビティ、周遊回廊、観光ルートなどのインベント

リーを作成する。 

(イ) 観光セクターにおけるマーケティング調査を実施する。 

(ウ) 公共及び民間投資のイニシアティブ、観光活動の形成及びキャパシティ・ディベロッ

プメントのニーズについて調査する。 

(エ) プロジェクト対象地域における貧困削減を達成するようマーケティング・プランを策

定する。 

(オ) 上記(イ)及び(エ)の調査結果とマーケティング・プランに基づきキャパシティ・ディベ

ロップメントを実施する。 

(カ) カテゴリーごとに観光プロジェクトの年次コンテストを開催して、革新的なアイデア

を交換し、観光ネットワークを地方及び国レベルで構築する。 

 

3) 活動 3 

(ア) 定された必要な観光インフラ及びサービスについてプランを策定する。 

(イ) 資金調達と資金管理を実施する。 
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(ウ) サービス及びインフラの向上・整備プロジェクトを実施する。 

(エ) 観光資源の管理運営機能向上のためのキャパシティ・ディベロップメントに必要なマ

ニュアルや視覚教材をスペイン語及び現地語で作成し、研修を実施する。 

 

4) 活動 4 

(ア) 特定された観光商品のプロモーション及び商品化戦略を策定し、実施する。 

(イ) マーケティング及びプロモーションのキャパシティ・ディベロップメントに必要なマ

ニュアルや視覚教材をスペイン語や現地語で作成し、研修を実施する。 

(ウ) プロモーション・ツールを作成し、さまざまなメディアやネットワークへ配信する。 

(エ) プロモーション・イベントを開催する。 

 

(5) 日本側投入 

1) 専門家派遣 

・長期専門家（直営）1 名（業務調整/組織能力開発） 

・短期専門家（法人一括契約）5 名〔チーフ・アドバイザー、地域観光開発（観光施設・

インフラ）、観光商品開発（マーケティング・プロモーション）、社会開発・地域開発（参

加型開発）、社会開発・地域開発（経営・組織強化）〕 

2) 研修員受入（国別研修 6 名/2008 年、第三国研修 20 名/2009 年） 

3) その他（現地研修委託、現地調査委託） 

 

(6) グアテマラ側投入 

カウンターパート人件費、施設・土地手配（プロジェクト事務所等）、その他 

 



合
同
調
整
委
員
会

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
：

IN
G

U
A

T
長

官
 

IN
T

E
C

A
P,

 S
E

G
E

P
L

A
N

, M
IC

U
D

E
, M

A
R

N
, C

O
N

A
P,

 J
IC

A
 

実
行
委
員
会

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
：

IN
G

U
A

T
商

品
開

発
局
長

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
チ

ー
フ

：
 I

N
G

U
A

T
・

C
A

T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

 IN
G

U
A

T
調

査
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

課
長

 

IN
G

U
A

T
文

化
遺

産
課

長
 

IN
G

U
A

T
振

興
部

長
 

IN
G

U
A

T
 C

A
T
プ
ロ

モ
ー

タ
ー

（
バ
ハ

・
べ

ラ
パ

ス
県

１
名

、
 

ア
ル
タ
・
べ
ラ
パ
ス
県
１
名
、
ペ
テ
ン
県
２
名
）

 

裨
益
対
象
者

 

C
A

Ts
、
観
光
零
細
企
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

JI
C

A
 

      
日

本
人

 

専
門

家
 

チ
ー

ム
 

（
日

本
側

）
 

（
グ

ア
テ

マ
ラ

側
）

 
 オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
及
び
協
力
機
関

 

 

N
G

O
 

-
C

ou
nt

er
pa

rt
 I

nt
er

na
tio

na
l 

-
A

G
E

X
P

O
R

T
 な

ど
. 

 地
方

政
府

 

-
県

 

-
市

 

-
地

方
審
議

会
 

 

 
図

１
－
１

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
体
制

図
 



－8－ 

１－６ 終了時評価調査の方法 

(1) 評価グリッド案に従い、質問票及びインタビュー等により、プロジェクトの進捗を確認し、

評価 5 項目をベースとした評価を行う。今回は終了時評価であるため、特に「有効性」を中

心に評価するとともに、「インパクト」と「自立発展性」の発現見込みを確認することとす

る。 

(2) 同評価結果に基づき目標の達成に必要な対応等を検討し、必要に応じて残り期間の計画の

見直しを行う。またプロジェクト終了後、本プロジェクトをどのようにグアテマラの観光振

興につなげるかについて検討する。 

(3) 今回の終了時評価はグアテマラとの合同評価とする。 

(4) その他、課題について協議のうえ、要すれば提言としてまとめる。 
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第２章 プロジェクトの実績 
 

２－１ 投入実績 

(1) 日本側 

日本側からの投入は PDM のとおりに行われた。PDM と実際の投入実績を表 2－1 の表に

示す。 

 

表２－１ 日本側の投入実績 

計画 実績 

専門家派遣 

 

・ 長期専門家 1 名（業務調整／組織能力強化） 

 

・ 短期専門家 3 名（地域観光開発、観光商品

開発／マーケティング・プロモーション、

コミュニティ開発） 

 

 

・ 長期専門家 1 名（業務調整／組織能力強化）

 

・ 短期専門家 5 名 

 総括（チーフ・アドバイザー）／地域観

光開発 

 地域観光開発（観光施設・インフラ） 

 観光商品開発（マーケティング・プロモ

ーション） 

 社会開発・地域開発（参加型開発） 

 社会開発・地域開発（経営・組織強化）

研修員受入 ・ 本邦研修：2008 年 7 月に 3 週間、6 名のカ

ウンターパートが派遣され、東京（新宿・

浅草・秋葉原等）、埼玉（志木・川越）、北

海道（小樽・ニセコ・洞爺湖）、京都、沖縄

（石垣・西表）を訪問した。 

 

・ 第三国研修：2009 年 11 月に 10 日間、CAT

メンバーも含めた 39 名のプロジェクト関係

者がメキシコに派遣された。プロジェクト

からの研修費用とともに、研修参加者から

も参加費が徴収された。 

機材供与及びその他 ・ 必要な機材が提供された1。 

・ プロジェクトのコバン事務所に秘書 1 名、

ドライバー1 名が雇用された。 

・ ローカルコスト負担2 

 

(2) グアテマラ側 

グアテマラ側からの投入も予定どおり行われた。PDM と実際の投入実績を表 2－2 の表に

示す。 

                                                        
1 供与機材のリストは、付属資料１の M/M にある英文報告書の「Annex4」のとおり。 
2 日本側のプロジェクト費用の詳細については、英文報告書の「Annex3」のとおり。 
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表２－２ グアテマラ側の投入実績 

計画 実績 

・ カウンターパート配置 

 プロジェクト・ダイレクター：INGUAT

長官 

 プロジェクト・マネジャー：INGUAT 商

品開発局長 

 プロジェクト・チーフ： 

INGUAT・CAT コーディネーター 

 プロジェクト・メンバー： 

べラパス地域及びペテン県観光プロモ

ーター 

 

・ カウンターパート配置 

 プロジェクト・ダイレクター：INGUAT

長官 

 プロジェクト・マネジャー：INGUAT 商

品開発局長 

 プロジェクト・チーフ： 

INGUAT・CAT コーディネーター 

 プロジェクト・メンバー： 

INGUAT 調査プロジェクト課長 

INGUAT 文化遺産課長 

INGUAT 促進部長 

観光プロモーター（バハ・べラパス県 1

名、アルタ・べラパス県１名、ペテン県

2 名） 

・ アクション・プランの実施費用 

・ ドライバー・秘書 

・ ローカルコスト（オフィス・スペースの提

供等） 

・ INGUAT 内プロジェクト・オフィス 

・ アンティグアでの観光プロモーション・イ

ベント兼セミナーの費用 

・ その他、必要経費 

 

２－２ 活動実績 

PDM で特定された活動のほとんどは、ほぼ予定どおりに実施された。それぞれの活動の実施状

況は表 2－3 のとおり。 

 

表２－３ 活動の実施状況 

活動 実施状況

コンポーネント 1：組織能力強化 

 

1.1 INGUAT、INTECAP、FUNDESA や AGEXPORT など NGO を含む CATs 関連

組織の組織・機能についての SWOT 分析を実施する。 

1.2 CATs の組織分析を実施し、問題を特定する。 

1.3 CATs、観光零細企業、観光プロジェクトを実施しているコミュニティの能力

強化のために必要な支援を特定する。 

1.4 CATs の組織について見直し、責任役割分担等について定義する。 

1.5 各県レベルの CATs の観光戦略プランを策定する。 

1.6 各県レベルの CATs のオペレーション・プランを策定する。 

 

 

実施済み

 

実施済み

実施済み

 

実施済み

実施済み3

実施済み

                                                        
3 観光戦略プラン及びオペレーション・プランの詳細は『プロジェクト事業進捗報告書・第２号』に掲載されているが、プラ

ンの実施は市レベルの CAT に移行して行われた。 
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活動 実施状況

1.7 分析結果に基づいて、管理運営能力のキャパシティ・ディベロップメントを

実施する。 

1.8 公共セクター、コミュニティ、観光零細企業の協同支援メカニズムを構築す

る。 

 

実施中 

 

実施中 

コンポーネント 2：観光商品開発 

 

2.1 観光地、アトラクション、アクティビティ、周遊回廊、観光ルートなどのイ

ンベントリーを作成する。 

2.2 観光セクターにおけるマーケティング調査を実施する。 

2.3 公共及び民間投資のイニシアティブ、観光活動の形成及びキャパシティ・デ

ィベロップメントのニーズについて調査する。 

2.4 プロジェクト対象地域における貧困削減を達成するようマーケティング・プ

ランを策定する。 

2.5 上記 2.2 及び 2.3 の調査結果とマーケティング・プランに基づき、キャパシ

ティ・ディベロップメントを実施する。 

2.6 カテゴリーごとに観光プロジェクトの年次コンテストを開催して、革新的な

アイデアを交換し、観光ネットワークを地方及び国レベルで構築する。 

 

 

 

実施済み

 

実施済み

実施済み

 

実施済み

 

実施中 

 

実施済み4

コンポーネント 3：観光インフラとサービス 

 

3.1 特定された必要な観光インフラ及びサービスについてプランを策定する（例

えば、サービスの改善については、サステーナブル・ツーリズムやローカル・ガイ

ドなどの認証制度の導入や、Green Deal など国際的な認証制度への申請の奨励など

が含まれる）。 

3.2 資金調達と資金管理を実施する。 

3.3 サービス及びインフラの向上・整備プロジェクトを実施する。 

3.4 観光資源の管理運営機能向上のためのキャパシティ・ディベロップメントに

必要なマニュアルや視覚教材をスペイン語及び現地語で作成し、研修を実施する。

 

 

 

実施済み

 

 

 

実施済み

実施済み

実施中 

 

 

 

コンポーネント 4：マーケティング及びプロモーション 

 

4.1 特定された観光商品のプロモーション及び商品化戦略を策定し、実施する。 

4.2 マーケティング及びプロモーションのキャパシティ・ディベロップメントに

必要なマニュアルや視覚教材をスペイン語や現地語で作成し、研修を実施する。 

 

 

 

実施済み

実施中 

 

 

                                                        
4 観光プロジェクトの年次コンテスト自体は現地状況を配慮して実施されなかったが、類似した活動が実施された。 
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活動 実施状況

4.3 プロモーション・ツールを作成し、さまざまなメディアやネットワークへ配

信する。 

4.4 プロモーション・イベントを開催する。 

 

実施済み

 

実施済み

 

以上のとおり、計画されていた活動はおおむね予定どおり実施され、プロジェクト残り期間で

CAT マニュアル等の作成を終了させる予定である。 

上記コンポーネント 1～4 の活動を通して、CAT の組織能力強化が図られたが、キャパシティ・

ディベロップメントの方法のひとつとして、CAT メンバーに対して研修が行われた。研修講座は

INTECAP で実施されている既存の講座を利用し、テキストも既存のものが使われた。研修費用は

プロジェクト側と INTECAP で 6 対 4 の割合で負担し、受講者からも 15 ケツァル徴収した5。 

 

 

研修の様子（アルタ・べラパス県 CAT 

Chisec） 

セミナー資料 

図２－１ CAT への研修及びセミナー資料 

 

２－３ 実施プロセス 

中間レビュー調査において、本プロジェクトの実施プロセスについて、日本人専門家の実施体

制、グアテマラ側カウンターパートの実施体制、県レベルの CAT への活動（観光戦略プランやオ

ペレーション・プランの策定）、モニタリングの活用法の４つの問題点が指摘された。これらの点

のうち多くはプロジェクト実施中に改善された。 

ほかにも、中間レビュー調査において、本プロジェクトに対していくつかの提言がなされたが、

それらの提言を受けての対応状況を表 2－4 にまとめた。 

 

                                                        
5 研修実績の詳細については、英文報告書の「Annex6－1、6－2」のとおり。 
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表２－４ 中間レビュー調査で出された提言への対応 

提言等 対応 

INGUAT カウンターパート

の実施体制の変更 

中間レビュー調査での JCC により、CAT コーディネーターがプロ

ジェクト・チーフに就任することが正式に決定。 

地方自治体の巻き込み強化 観光への理解が低い市役所を中心に、市長・市職員向けの第 3 次

市役所セミナーを開催。観光産業の重要性や CAT の活動を説明。

研修の戦略的実施 『現状調査・分析報告書』において示された、各 CAT に対して行

われた最初のワークショップで挙げられた課題・ニーズ等を見直

し、観光プロモーターがそれらのニーズに基づいて実施する研修

を決めた。 

モニタリング・システムの

活用 

観光関連統計のデータを収集・分析するためのローカルコンサル

タントを傭上し、各 CAT に指導。観光統計収集のためのマニュア

ルも作成。 

『現状調査・分析報告書』

における提言の実施 

上記「研修の戦略的実施」のとおり、『現状調査・分析報告書』

の内容がプロジェクト実施に参照された。 

日本の他の援助スキーム・

他ドナーとの連携 

プロジェクト対象地域内のインフラ整備の必要性を説明しに専門

家が国家計画庁（Secretaría General de Planificacióny Programación：

SEGEPLAN）とグアテマラ通信・インフラ・住居者（Ministerio de 

Comunicación, Infraestructura y Vivienda：MICIVI）を訪問。 

プロジェクトの経験を他地

域へ拡大するための準備 

CAT 活動マニュアルを作成し、他地域の CAT に活動の情報・経

験・ノウハウを継承する際に使用する予定。 

プロモーション活動・観光

商品売り込みの強化 

2010 年 6 月 30 日～7 月 2 日にアンティグアにおいて、観光プロ

モーション・イベント兼セミナーを開催。 

CAT メンバーが頻繁に変化

することへの対応 

CAT 活動マニュアルを作成し、CAT メンバーが変更した際にはそ

のマニュアルを参照させる予定。 

バハ・べラパス県における

研修事業実施の遅れの解消

まだ解決されていない。 

ペテン県の観光プロモータ

ーの専任 

新しい観光プロモーターが 2 人専任され、活動を開始している。

 

２－４ アウトプットの達成状況 

プロジェクトの各コンポーネントのアウトプットがどの程度達成されたかについては、量的デ

ータと質的データによって判断する。量的データで用いるのは、PDM でコンポーネントごとに特

定された指標のデータとする。本プロジェクトでは、2008 年 3 月にベースライン調査が行われて

以降、半年ごとに指標のデータを集めており、プロジェクト実施期間内に計 5 回データが集めら

れた。質的データは、関係者への質問票調査及びヒアリングの結果とする。 

それぞれのコンポーネントにおける指標データの推移を、以下の表に示す6。 

                                                        
6 2009 年 9 月以前のデータ数値が中間レビュー調査時のものと異なるが、これはデータの集計方法が変わったためである。な

お、各 CAT・各県によって集計されたデータについては、英文報告書の「Annex5」を参照のこと。 
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コンポーネント 1：組織能力強化 

CATs の組織機能・能力が強化され、公共セクター、コミュニティ、観光零細企業の協同支援

メカニズムが整備、確立される。 

 

指標 
Baseline 

Mar.2008 

2nd 

Sep.2008 

3rd 

Mar.2009 

4th 

Sep.2009 

5th 

Jun.2010 

CAT のメンバー数 144 144 155 190 300 

CAT メンバーの職種数 73 73 74 81 94 

 

2 つの指標のうち、「CAT のメンバー数」「CAT メンバーの職種数」のデータとも 2009 年 9

月の時点で大きな伸びを示している。このことは、2009 年 3 月以降、CAT のメンバー数が増え、

より多くの職種のメンバーが CAT の活動に参加したことを意味している。 

コンポーネント 1 における質的データとしては、質問票調査やヒアリング結果から、CAT の

組織能力強化は各 CAT によって大きく異なる、という結果を得た。幾つかの CAT はプロジェ

クトにより組織能力が強化され、計画・実施能力をもっているところがあったが、幾つかの CAT

においてはまだ強化が十分でないところもあった。公共セクター、コミュニティ、観光零細企

業の協同支援メカニズムについても、ネットワークが構築されている CAT もあれば、ほとんど

構築されていない CAT もあった。 

加えて、CAT メンバーが容易に CAT の活動を離れたり、ある CAT では政治的な理由により

メンバーが交代させられたりした例が報告された。中間レビュー調査でも指摘されたように、

観光プロモーターと CAT メンバー間のコミュニケーション不足が活動を阻害している例もあ

り、一般に、観光プロモーターが優秀で熱心であるところは、CAT の活動もより活発になると

いう傾向があった。 

 

コンポーネント 2：観光商品開発7 

観光商品やパッケージが特定され、定義される。 

 

指標 
Baseline 

Mar.2008 

2nd 

Sep.2008 

3rd 

Mar.2009 

4th 

Sep.2009 

5th 

Jun.2010 

プロジェクト対象地域の各市の

観光商品数 
66 93 111 141 146 

 

上記のデータ結果から、観光商品がプロジェクトによって確実に特定・定義されたことが分

かる。 

 

コンポーネント 3：観光インフラとサービス8 

観光資源の保護も含めて、観光客を受け入れるためのサービス・インフラが改善される。 

                                                        
7 コンポーネント 2 により開発された観光商品のリストは、英文報告書の「Annex7」のとおり。 
8 コンポーネント 3 により設置された観光インフラのリストは、英文報告書「Annex7」のとおり。 
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指標 
Baseline 

Mar.2008 

2nd 

Sep.2008 

3rd 

Mar.2009 

4th 

Sep.2009 

5th 

Jun.2010 

プロジェクト対象地域の各市の

研修を受けた観光従事者の人数
642 1,071 1,707 2,353 3,172 

計画、申請、承認、実施された

プロジェクトの数 
45 45 48 57 103 

 

2 つの指標のうち、「プロジェクト対象地域の各市の研修を受けた観光従事者の人数」「計画、

申請、承認、実施されたプロジェクトの数」のデータとも安定した伸びを示している。しかし

ながら、これらの指標はコンポーネント 3 の状況を適切に示す指標としてはあまりふさわしく

ないともいえる。これらの指標はどちらかというと、コンポーネント 3 よりはコンポーネント

1 の状況を示した指標といえる。よって、上記指標データの伸びによって、コンポーネント 1

の量的データの結果が支持されたということができる。 

質的データとして、質問票調査やヒアリング結果から、コンポーネント 3に関しては、INGUAT

や CAT メンバーなどグアテマラ側関係者から、内容の意味が正確に理解されていなかった面が

ある。グアテマラで「インフラ」というと、一般に道路整備や施設建設など大規模インフラを

イメージされるが、本プロジェクトにおけるインフラとはそのような大規模インフラではなく、

案内板の設置など比較的小さなインフラのことを意味していたため、グアテマラ側関係者に本

コンポーネントの意味が正確に伝わっていなかった面があった。そのため、コンポーネント 3

に対するグアテマラ側関係者の認識自体が低かった。 

 

 

エコ・ケツァル自然公園（アルタ・ベラパ

ス県）の案内板 

ナフ・トゥニチ洞窟（ペテン県）の案内板 

図２－２ プロジェクトで設置された案内板 

 

コンポーネント 4：マーケティング及びプロモーション9 

定義された観光商品やパッケージが国内及び国際的に認知される。 

 

                                                        
9 コンポーネント 4 により作成されたプロモーション素材のリストは、英文報告書の「Annex7」のとおり。 
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指標 
Baseline 

Mar.2008 

2nd 

Sep.2008 

3rd 

Mar.2009 

4th 

Sep.2009 

5th 

Jun.2010 

観光プロモーションの素材の数 53 53 62 268 397 

観光プロモーションの素材の種

類 
5 5 5 6 7 

 

上記の指標のうち、「観光プロモーションの素材の数」のデータは 2009 年 9 月の時点で大き

な伸びを示している。「観光プロモーションの素材の種類」については、軽微な伸びがあった。

プロジェクトにより、観光プロモーションの素材が確実に開発されたことが分かる。 

しかし、開発されたプロモーション素材が国内及び国際的に認知されたかどうかは、このデ

ータ結果からは分からない。2010 年 6 月 30 日～7 月 2 日に開催されたアンティグアでの観光

プロモーション・イベント兼セミナー等、プロモーション活動は行われたが、認知状況につい

ての明確なデータというのは得られなかった。 

 

 

地図・パンフレット CAT 紹介パンフレット 

図２－３ プロジェクトで作成されたプロモーション素材 

 

 

観光プロモーション・イベント セミナー 

図２－４ アンティグアで開催された観光プロモーション・イベント兼セミナーの模様 
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上記の各コンポーネントの指標データ結果から、多くの数値が 4 回目の 2009 年 9 月の時点

で急速な伸びを示している。このことは、プロジェクト活動 2 年目の 2009 年 3 月以降にデー

タの伸びがあったアウトプットが達成され始めたことを示している。 

各コンポーネントのアウトプットの達成度をまとめると、コンポーネント 1（組織能力強化）

は、CAT によって強化の度合いに差があるため達成度がはっきりしない。コンポーネント 2（観

光商品開発）の達成度は高く、コンポーネント 3（観光インフラとサービス）の達成度はやや

低いといえる。コンポーネント 4（マーケティング及びプロモーション）は、プロモーション

素材は開発されたがそれらの認知状況は分からないため、達成度は普通といえる。 

 

２－５ プロジェクト目標・上位目標の達成状況 

プロジェクト目標・上位目標の達成状況・達成見込みも、アウトプットの達成状況と同様、量

的データと質的データによって判断する。量的データは、PDM で特定された各目標の指標のデー

タを用いる。質的データは、関係者への質問票調査及びヒアリングの結果とする。それぞれの指

標におけるデータの推移を以下の表に示す。 

 

(1) プロジェクト目標 

ベラパス 2 県及びペテン県において、CATs の能力が強化され、地域の資源を活用した観光

振興が図られる。 

 

指標 
Baseline 

Mar.2008 

2nd 

Sep.2008 

3rd 

Mar.2009 

4th 

Sep.2009 

5th 

Jun.2010 

CAT の年間予算額 458,500 458,500 55,500 501,179 755,728 

プロジェクト対象地域の各市の

観光セクターの企業数 
2,208 2,214 2,094 2,729 2,907 

プロジェクト対象地域の各市の

観光セクターの雇用者数 
5,724 5,722 5,722 8,216 9,363 

 

上記のデータ結果から、3 つの指標データとも、アウトプットの指標データと同様、4 回

目の 2009 年 9 月の時点で伸びを示している。よって、量的データからはプロジェクト目標の

達成が確認できる。 

だが、質的データとしては、質問票調査やヒアリング結果から、コンポーネント 1 におけ

る質的データ同様、CAT の組織能力強化は各 CAT によって大きく異なる、という結果を得た。

よって、質的データからはプロジェクト目標の達成を判断するのは難しい。 

 

(2) 上位目標 

持続可能な観光及び自然・文化資源の保全が促進され、地域の経済開発と貧困削減に寄与

する。 
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指標 
Baseline 

Mar.2008

2nd 

Sep.2008 

3rd 

Mar.2009 

4th 

Sep.2009 

5th 

Jun.2010 

プロジェクト対象地域の各市

の訪問者数 
830,400 834,401 836,137 944,826 1,008,099 

プロジェクト対象地域の各市

で認証取得した企業数 
10 10 10 17 22 

 

上記の指標のうち、「プロジェクト対象地域の各市の訪問者数」「プロジェクト対象地域の

各市で認証取得した企業数」のデータとも、アウトプット・プロジェクト目標の指標データ

と同様、4 回目の 2009 年 9 月の時点で大きな伸びを示している。 

だが、これらの指標の場合、指標値の伸びとプロジェクト活動との因果関係がはっきりし

ておらず、指標データが増えたのは必ずしもプロジェクトによる効果だとは断定できない。

他の要因（2006 年 6 月に調印された条約「Central America-4 （CA-4） Border Control Agreement

（中米 4 カ国国境管理協定）」による中米 4 カ国間の移動自由化など）による影響も大きいと

考えられる。 

上位目標の達成に関する質的データについては、関係者への質問票調査やヒアリングから

は、上記の因果関係や実際の状況についてはっきりとした回答が得られなかったため、上位

目標の達成見込みについては、現時点での判断は難しい。 

 

以上、各アウトプットの達成状況とプロジェクト目標・上位目標の達成状況を、それぞれの指

標データの推移によってみてきたが、上述の「2－4 アウトプットの達成状況」のコンポーネン

ト 3 や「2－5 プロジェクト目標・上位目標の達成状況」の上位目標のパートでも指摘したよう

に、幾つかの指標は達成状況を判断するのに適切とは言い難い指標があった。指標設定が適切で

ないと、データ結果が順調な伸びを示していても、活動のアウトプットもプロジェクト目標も達

成された、と結論づけられるわけではなく、適切な指標が設定されてこそ、それによるデータ結

果がアウトプット・プロジェクト目標の達成度合いを判断できる目安となる。 

本プロジェクトの場合、指標のデータ収集やモニタリングを各 CAT が実施することによって、

CAT の組織能力強化を図るという意図があったため、CAT がデータ収集・モニタリングしやすい

面も配慮して、各指標項目が設定された。このため、プロジェクトの成果を判断するという面に

おいては、設定された各指標のうち、必ずしも適切ではないものもあった。例えば、コンポーネ

ント 1（組織能力強化）では CAT の組織能力の基準を作成し、その基準による強化の度合いを指

標とする、コンポーネント 3（観光インフラとサービス）では「CAT がインフラ建設のための申

請を INGUAT や地方自治体にできるようになる」、上位目標では「プロジェクト対象地域の観光

関連予算の増加や観光関連企業・団体の収入増加」などを、それぞれ既存の指標に加えて設定す

ることが必要だと考えられる。よって、状況をより示すことのできる適切な指標を設定し、それ

によりプロジェクトの成果を判断していくことが望ましい。 
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第３章 評価 5 項目による評価 
 

３－１ 妥当性 

(1) グアテマラの開発政策との整合性 

プロジェクト実施期間中の 2008 年 1 月に誕生したコロン政権は、特に貧困層や先住民等

の「持たざる者」により裨益するような施策を優先的に実行し、対話を通じた国民間の融合

を維持・促進し、国の経済における潜在的可能性を最大限に開拓していく意向であることを

強調している。また、地方農村部の経済社会開発に関する諸政策の実施を調整し、貧困撲滅

を図ることを目的とした「農村開発審議会（Comisión de Desarrollo Rural）」を発足させるな

ど、農村地域に重点を置いた社会経済開発への意欲が示されている。 

現在、政権が抱える主な課題としては、国内外から懸念が示され、経済にも悪影響を与え

ている治安改善（一般犯罪、組織犯罪・麻薬取引対策ほか）、貧困削減、教育・保健医療サー

ビスの向上、雇用情勢の回復等が挙げられる。 

グアテマラの開発計画としては、以下の 2 つがある。 

 

1) 国家計画（Plan de Gobierno） 

国家計画は、コロン大統領の選挙期間中（2007 年）に発表された『希望計画（Plan de la 

Esperanza）』に基づいている。先住民及び貧困層のニーズに基づく社会開発推進に重点を

置きつつ、国民対話を通じた国づくりの必要性を強調している。 

基本方針は、①連帯：貧困や経済格差削減、社会インフラ整備等、②統治能力：組織犯

罪・マラス（青少年犯罪集団）対策等による治安の改善、司法の強化による法治主義の確

立等、③生産性：外国投資誘致・輸出促進等、④外交：米国・近隣諸国との連携強化等の

4 つの柱からなる。 

4 つの柱のうち、「③生産性」は主に、「経済発展」と「防災」の 2 つの項目からなって

おり、「経済発展」の分野では更に 17 の項目が挙げられており、17 項目中の 2 番目に「地

域の経済発展を視野に入れた観光の促進」が述べられている。ほかにも、地域の中小零細

企業の育成や地域のコミュニティ発展など、本プロジェクトに関連する課題が国家計画の

なかに入っている。 

 

2) ミレニアム開発目標（MDGs） 

グアテマラ政府は、21 世紀に全世界が取り組むべき共通の開発課題として設定された

MDGs を開発政策の重要な柱のひとつとして位置づけている。 

上記の開発計画に加え、グアテマラの観光分野に特化した政策として、『国家観光戦略

（Estrategia Nacional de Turismo）』（2000 年、INGUAT 作成）及び『グアテマラ持続的観光

開発のための国家政策 2004～2014 年（Política Nacional para el Desarrollo Turístico Sostenible 

de Guatemala 2004-2014）』〔2003、2008 年改訂、観光商工会議所（Cámara de Turismo：CAMTUR）

作成〕がある。 

 

以上より、本プロジェクトの事前調査が行われた 2007 年以降、観光開発はグアテマラに

とって依然、重要な戦略に位置づけられているといえる。本プロジェクトの上位目標に掲げ
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られている観光を通じた地域の経済開発と貧困削減は、グアテマラの開発政策とも一致して

いる。 

 

(2) 日本の対グアテマラ援助政策との整合性 

日本のグアテマラに対する援助政策について、外務省が発表しているグアテマラに対する

ODA の意義として、『1996 年の「最終和平協定」署名以降、グアテマラ政府は平和と民主主

義の定着、並びに先住民と非先住民、地方部、特に農村地域と都市部間における格差の是正

に努めており、このような取り組みをわが国が ODA により支援することは、ODA 大綱の重

点課題である「平和の構築」及び「貧困削減」の観点から意義を有し、更に ODA を通じた

両国間関係の一層の緊密化も期待できる』と述べられている。また、中米地域統合を補完す

るプロセスとして、メソアメリカ統合開発計画（旧プエブラ・パナマ計画）のような広域的

な協力の実施を支援の柱のひとつとしている。 

対グアテマラ ODA の基本方針は、技術協力プロジェクトに関しては、現在実施中の「教

育」「保健」「農業」「観光」「防災」等の分野を対象とした効果的な技術移転を引き続き行っ

ていく方針を掲げている。 

重点分野としては、2008 年 5 月に開催された広域 ODA タスクフォースにおいて、対中米

広域協力では「インフラ統合」「観光」「気候変動」を重点分野とすることになった。続く 2008

年 6 月に開催された現地 ODA タスクフォースでは、「農村開発」「持続的経済開発」「民主化

の定着」を日本の対グアテマラ援助重点分野とすることで合意した。 

 

一方、2009 年に更新された『対グアテマラ共和国・事業展開計画』では、「地域開発」「持

続的開発」「民主化定着」が重点分野とされ、本プロジェクトは「地域開発」の一環として実

施されている。 

 

以上より、本プロジェクトは日本の対グアテマラ援助政策にも合致しているといえる。 

 

(3) 地元の開発ニーズとの整合性及びジェンダーへの配慮 

地元の開発ニーズとして、各 CAT に行った質問票調査及びヒアリングの結果からは、観光

開発は地域にとって重要な課題であり、地域の資源を活用した本プロジェクトによる支援は

彼らのニーズを満たしているとの回答を得た。 

また、本プロジェクトでは女性の参加率が非常に高く、保守的とされるべラパス地域にお

いても CAT のなかで女性メンバーが中心的役割を果たしているなど、ジェンダーへの配慮が

なされていたといえる。 

 

(4) プロジェクト・アプローチの妥当性 

本プロジェクトのアプローチは、観光開発における一手段として CAT に焦点を絞り、その

仕組みづくり・強化を支援するというアプローチである。関係者への質問票調査やヒアリン

グ結果からは、CAT への支援は妥当であるとの回答を得た。 

だが、CAT はおのおのでメンバーの構成や内容、教育レベルがかなり異なり、観光事業者

で構成され日本の観光協会に近い形の CAT もあれば、メンバーのほとんどが農業従事者で農
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民グループのような CAT もある。よって、本プロジェクトのように対象地域の CAT 全部を

一律に同じ方法で支援するのは、あまり戦略的ではなかったともいえる。 

特に、CAT の組織能力強化が本プロジェクトの目標であるのに、組織能力の基準がプロジ

ェクト内で共有されていなかったことは問題だといえる。プロジェクトの計画時または実施

中に関係者である程度の基準を設定し、それによって強化の方法を検討するなどの措置が必

要であったと思われる。 

また、本案件の上位目標では「持続可能な観光及び自然・文化遺産の保全の促進」につい

て言及されているが、計画段階で観光資源のタイプを厳密に限定しない方が、地域資源を活

用した観光振興について柔軟に検討できた可能性がある。 

以上の結果から、本プロジェクトの目標はグアテマラの開発政策、日本の対グアテマラ援

助政策、地元の開発ニーズにも整合しているため、プロジェクトの妥当性は高いといえる。

ただ、プロジェクト・アプローチに関して、CAT の組織能力の基準をある程度明確にし、CAT

の特性によって強化の方法を変えていくなどの工夫や、計画段階で観光資源を特定しすぎな

いことが必要であったといえる。 

 

３－２ 有効性 

前述の第 2 章で検証されたように、本プロジェクトではほぼ予定どおりに活動が実施され、2

年目以降、一部のアウトプットは順調に達成され始めた。達成度合いを測る指標の適切性につい

ては課題があったものの、活動の実施によって一定の成果は現れた、ということができる。 

各アウトプットの達成度はそれぞれ、コンポーネント 1（組織能力強化）は CAT によって強化

の度合いに差があるため達成度がはっきりしない、コンポーネント 2（観光商品開発）の達成度

は高い、コンポーネント 3（観光インフラとサービス）の達成度はやや低い、コンポーネント 4

（マーケティング及びプロモーション）の達成度は普通、という結果となった。 

プロジェクト目標（ベラパス 2 県及びペテン県において、CATs の能力が強化され、地域の資源

を活用した観光振興が図られる）の達成度については、はっきりした結論が出なかった。上述の

ように、CAT の組織能力強化の度合いが各 CAT によって差があるため、一律に全体としての結

論を出すのが難しいこと、また、前述の「3－1 妥当性」の「(4) プロジェクト・アプローチの

妥当性」で述べたように、本プロジェクトではそもそも組織能力の「基準」があらかじめ設定さ

れておらず、どういう状態が強化されたといえるのか、プロジェクト内で基準が共有されていな

かったため、例えば日本人専門家とグアテマラ側カウンターパートで強化されたと思う CAT が異

なるなど、組織能力強化の達成度を客観的に評価することが難しかった。 

強化の手段として各 CAT メンバーに対して提供された研修については、実際にどう役に立った

かを問うとあまりはっきりした回答が得られなかった。しかし、メンバーへの質問票調査やヒア

リング結果では「役に立った」「ニーズに合った研修が受講できた」との回答がほとんどであり、

具体的な効果の例としては、料理・サービス関係の研修を受けたレストラン経営者の店の売り上

げ上昇や新商品の販売、民芸品製作の研修を受講した女性グループによる新しい民芸品デザイン

の開発、縫製技術の習得による織物作成における外部発注の省略、などがあった。 

プロジェクト目標に掲げられている「地域の資源を活用した観光振興」という観点では、認知

状況についてははっきりとしたデータを得られなかったものの、本プロジェクトを通じて、地域

の資源を生かした新たな観光商品の開発や、地域の観光をプロモーションするための地図やパン
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フレット等のプロモーション素材が作られ、これらを活用した観光プロモーションイベントや、

下記に記載する他地域の観光業者との交流も図られたため、一定の効果があったということがで

きる。 

中間レビュー調査で指摘された、プロジェクトの目に見える成果の例としては、以下の点が挙

げられる。 

 

(1) 設立された CAT 数 

通常、CAT の数は各県において 1～3 であるが、プロジェクト対象地域では、バハ・べラ

パス県が 4、アルタ・べラパス県が 9、ペテン県が 7 と、他地域に比べて CAT の数が多い。

これは、プロジェクトによって各市における CAT の設立が促進され、CAT を通じた観光活動

というアプローチが促進されているからだといえる。 

 

(2) 他地域の CAT 及びメキシコとの交流 

グアテマラでは、同じ県内であっても市や村が違うと他地域の人とはほとんど交流がない

ことが多いが、プロジェクト対象地域の CAT メンバーにおいては、他地域の CAT メンバー

との接触・連携・コミュニケーション等が活発になっている。CAT メンバーへのヒアリング

結果によると、このほか地域の人との交流は、自分の地域のことを改めて知る良い機会とな

り、それまで閉鎖的な世界にいたのが外への目も開かれ、積極性も身に着いたなどの効果が

あり、メンバーの意識醸成のうえで非常に役に立ったようである。 

また、第三国研修として行われたメキシコ研修も、メンバーの意識向上に有効であった。

グアテマラでは歴史上の事柄も関係して、もともとメキシコに対するイメージがあまり良く

なかったが、メキシコ研修を実施したことにより、専門家のなかにメキシコ人専門家がいた

こともプラスして、メキシコ観光分野の先進事例や参考情報を多く学び、またメキシコ観光

関係者とのネットワークも築くことができ、有益な研修となった。 

 

(3) イベントの開催 

アルタ・べラパス県の Camino Pokom CAT が中心となって開催された北部 CAT 大会

（Congreso de Competitividad Turística de los CAT del Norte：COMPETUR）やその他のイベン

トなど、プロジェクト側や INGUAT のお膳立てなしに CAT メンバーが自らスポンサー等を

募ってイベントを開催するようになった。このようなイベント開催における「実行委員会方

式」が、プロジェクト対象地域の CAT にみられるようになった。 

 

以上の点をまとめると、本プロジェクトはグアテマラの観光開発に対する一アプローチとして

有効であった、と評価される。 

 

＜他ドナー支援との相乗効果について＞ 

他ドナーによるグアテマラ観光分野への支援としては、USAID による農村コミュニティへの

観光小規模プロジェクト、米州機構（OAS）による地域観光開発支援があるが、いずれも小規

模な支援である。これらの支援と本プロジェクトとの連携・重複はないが、他ドナー支援との

相乗効果として、プロジェクト対象地域のペテン県 Poptun 市において、ドイツ GTZ が地域開
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発の一環として市役所への支援（Local Development through Good Municipal Governance）を行っ

ており、この影響もあって、CAT Poptun は市役所との関係が良好で、観光開発における CAT

と市役所との協力・連携活動がみられた。これは、他ドナー支援と本プロジェクトとの相乗効

果だといえる。 

 

３－３ 効率性 

前述の第 2 章で検証されたように、本プロジェクトでは日本・グアテマラ側双方から計画どお

りに投入が行われ、活動もほぼ予定どおりに実施された。プロジェクト 1 年目は実施プロセスに

やや問題が見られたものの、2 年目以降、一部のアウトプットは順調に達成され始めた。 

中間レビュー調査で指摘されたように、本プロジェクトでは、日本・グアテマラ側の実施体制

上の問題から、開始当初～1 年目の間は効率性の悪い状態が生じていた。しかしこの実施体制上

の問題も、日本・グアテマラ側双方の努力によって徐々に改善されていった。 

また、中間レビューや今回の終了時評価における評価方針・デザインの決定は、JICA 側主導で

行われたものの、プロジェクト全体としては、グアテマラ側カウンターパートや各 CAT メンバー

への質問票調査やヒアリングの結果から、プロジェクトの実施において日本人専門家とのコミュ

ニケーションはよく取れており、満足のいくやり方で行われた、との回答を得た。 

本プロジェクトでは、実施中に PDM の改訂が 2 回行われたが、変更内容は指標項目の変更と

グアテマラ側実施体制の変更のみで、活動内容の変更は行われなかった。実際には県レベルのCAT

への活動を市レベルの CAT への活動に変更するなど、現場の状況に合わせた活動内容の変更が行

われたが、専門家側は PDM のデザインや活動は変更すべきではないと考えていたため、PDM の

構成や活動内容自体の変更をカウンターパートや JICA に対して提案することはなかった。 

効率性の観点から、本プロジェクトでは対象地域が 3 県（ペテン県、アルタ・べラパス県、バ

ハ・べラパス県）に渡っていたため、面積が広範囲になりすぎてスムーズな実施が阻害された状

況があった。本プロジェクトでは、短期専門家の人月数が 1 人当たり 3 カ月／年と比較的少なか

ったため、その人月数でカバーするには対象範囲が広すぎた、という面があった。 

中間レビュー調査での指摘のあと、人月数が少し増やされたが、当初の人月数のままで行うの

であれば、対象地域を 1 県に絞って集中的に行うか、もしくは人月数を増やして当初の計画どお

り 3 県を対象にするなどの配慮が必要であったと思われる。専門家へのヒアリングでは、3 県を

対象とするなら 1 人当たり 4～5 カ月／年が適当とのことであった。 

 

よって、本プロジェクトの効率性は、1 年目はやや悪かったが 2 年目からは良くなり、プロジ

ェクト対象地域に対する専門家の投入量に配慮が必要であったといえる。 

 

３－４ インパクト 

上位目標（持続可能な観光及び自然・文化資源の保全が促進され、地域の経済開発と貧困削減

に寄与する）の達成見込みについては、前述の「2－5 プロジェクト目標・上位目標の達成状況」

で見たように、指標データは肯定的な結果が出たが、指標値の伸びとプロジェクト活動との因果

関係がはっきりしておらず、指標データが増えたのは必ずしもプロジェクトによる効果だとは断

定できないため、他の要因も考える必要がある。質的データにおいても上記の因果関係や実際の

状況についてはっきりとした回答が得られなかったため、上位目標の達成見込みについては、現
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時点での判断は難しい。さらに観光振興分野は、経済動向や政治状況等の外部条件による影響を

受けやすいため、上位目標の達成には、これら外部条件の状況にも留意する必要がある。 

プロジェクト計画時に予期していなかった正負の影響について、プラスのインパクトとしては、

上述の「有効性」におけるプロジェクトの目に見える成果と関連して、イベント開催における CAT

の自力の資金調達や、地域内外での CAT メンバー同士の活発な交流が挙げられる。 

また、「道の駅」のコンセプトが普及したことも、本プロジェクトから発生したプラスのイン

パクトのひとつといえる。研修員受入れで日本を訪問したグアテマラ側カウンターパートが、日

本各地にある「道の駅」を視察し、帰国後このアイデアをプロジェクト対象地域の CAT に紹介し

た。各 CAT でもこの「道の駅」のアイデアが受け入れられ、現在、プロジェクト関係者の間でか

なり普及している。INGUAT 側も「道の駅」のアイデアに賛同し、施設建設のための資金を提供

することを検討中である。 

今後のインパクトの出現については、各 CAT の状況によるといえる。幾つかの CAT において

は、メンバーのモチベーションや意欲、組織能力とも高いため、今後更なるプラスのインパクト

が出てくることが見込める。 

反対に、本プロジェクトの負の影響については実施中に報告がなく、今後もプロジェクトによ

るマイナスのインパクトが生じることは考えにくい。 

 

以上より、本プロジェクトのインパクトは、プラスの影響については今後出現することが見込

め、マイナスの影響が出現することは考えにくい。 

 

＜本プロジェクトの経済効果について＞ 

本プロジェクトの経済効果の算定については、プロジェクト対象地域における「訪問者数」

「ホテル客室数」「ホテル稼働率」「平均客単価」「観光従事者数」などのデータを組み合わせ

て算定することが考えられる。これらのデータのうち実際に入手可能なのは、INGUAT 統計資

料から得られるデータとして「ホテル客室数」、本プロジェクトの上位目標・プロジェクト目

標の指標である「訪問者数」「観光セクターの雇用者数（観光従事者数）」である。 

しかし、「2－5 プロジェクト目標・上位目標の達成状況」で述べたように、プロジェクト

対象地域の訪問者数などは増えてはいるものの、これは本プロジェクトによる効果だとは断定

できず、別の要素（中米 4 カ国間の移動自由化など）によって引き起こされた可能性もあるた

め、これらのデータの上昇を単純に本プロジェクトの経済効果として算出するのは無理がある

といえる。 

よって、本プロジェクトによる経済効果を算定するには、上記のデータ例よりも、確実にプ

ロジェクトによるものだといえるデータ、例えば、プロジェクトによる研修受講者の店の売り

上げ率の伸びや収入増加額など、プロジェクトによって直接影響のあったデータで表すのが妥

当であるといえる。だが、これらのデータを収集するには、研修受講者一人ひとりに聞き取り

調査を行わなければならず、容易にデータが収集できないという問題点がある。 

また、本プロジェクトは CAT の強化を支援目的としており、それによる対象地域の経済的効

果を期待するのは、プロジェクト終了後何年か経ってからの話といえる。よって、経済効果を

検証するのも現時点ではなく、何年後かに検証するのが望ましい。 

将来、事後評価などで本プロジェクトの経済効果を検証する際には、入手可能な「訪問者数」
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2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007-2009

総数 総数 総数 総数 総数 総数 総数 総数 全体に対する割合 総数 全体に対する割合 総数 全体に対する割合 成長率
グアテマラ全体 16,230 16,595 17,313 17,519 17,774 19,357 39,832 42,726 100.0% 43,708 100.0% 44,451 100.0% 1.0%
アルタ・べラパス県 481 554 579 551 568 607 1,840 4.3% 1,864 4.3% 2,083 4.7% 1.1%
バハ・べラパス県 130 148 156 138 141 146 476 1.1% 507 1.2% 626 1.4% 1.3%
ペテン県 1,190 1,095 1,248 1,291 1,314 1,603 3,107 7.3% 3,345 7.7% 3,477 7.8% 1.1%

2007 2008 2009-2010

「ホテル客室数」「観光従事者数」の指標を使い、対象地域であるペテン県、アルタ・べラパ

ス県、バハ・べラパス県におけるそれぞれのデータ推移を分析することによって、経済効果の

算定方法を検討することが望まれる。 

「訪問者数」「観光従事者数」のデータについては前述掲載のとおりだが、「ホテル客室数」

のデータにつき、以下に示す。 

 

表３－１ グアテマラ・ホテル客室数の推移 

 

 
データ出所：INGUAT『Boletín Anual No. 37 Estadísticas de Turismo 2008』（2006 年の県別データは入

手不可、2009-2010 年の県別データはプロジェクトによる集計） 

 

３－５ 自立発展性 

プロジェクトの今後の自立発展性について、政策・制度面、体制面、技術面、財務面、環境面

の観点からそれぞれ検討する。 

政策・制度面での持続性について、グアテマラにおいて観光産業は今後も重要な位置づけにあ

り、観光開発は国の経済・社会開発に重要な手段となることが期待されているため、今後も観光

セクターが国の重要産業として発展していく見込みは十分ある。また、観光を通じた地域の発展

もめざされているので、今後も CAT を通じた地域レベルの観光開発政策が継続される見込みであ

る。 

体制面での持続性について、INGUAT の今後の体制については、政権交代により職員が交代に

なる可能性は排除できないものの、CAT コーディネーターの存続は保たれるようである。今回の

終了時評価では、評価グリッドの作成など、評価方針・デザインの決定は日本側主導で行われた

ものの、CAT へのインタビューには INGUAT の CAT コーディネーターが全工程同行するなど、

CAT 支援に対する強いコミットメントが感じられた。だが、CAT の直接の担当者が中央の CAT

コーディネーターと地方の観光プロモーターだけでは、まだ体制が弱いともいえる。INGUAT 内

に「CAT 課」のような部署を組織するなど、INGUAT における CAT の支援体制をより強化してい

くことも必要だといえる。 

また、前述の「2－4 アウトプットの達成状況」のところで述べたように、一般に、観光プロ

モーターが優秀で熱心であるところは、CAT の活動もより活発になるという傾向があり、CAT の

活動の良し悪しが観光プロモーターのできに左右されることもある。よって、なるべく政権交代

の事情に左右されないような、有能な観光プロモーターを育成していくことが今後の CAT 発展の

カギとなる。 

技術面での持続性について、CAT 個々の自立発展性を考えると、各 CAT によって発展性の度

合いは異なるが、プロジェクト終了までに CAT マニュアルが完成する予定であり、終了後、他地

域の CAT にプロジェクトの知識・経験・ノウハウなどの技術が移転される可能性は十分にあり、

CAT 全体としてみれば、発展性は見込まれる。なお、プロジェクトで作成されたプロモーション

素材の継続利用のためには、著作権に関する問題の整理が必要である。 

財務面での持続性について、INGUAT から CAT への財務的支援は、研修の継続など、今後も支

援が続く見込みである。CAT 自身の資金調達については、上述の「有効性」におけるプロジェク
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トの目に見える成果で述べたように、今後もイベント開催等においてスポンサーを獲得していく

などの方策が定着していけば、INGUAT に大きく頼らずとも自立した運営が可能になる。 

環境面での持続性について、グアテマラでは治安の改善と観光インフラの整備が課題となり、

また観光産業は経済動向等の外部条件による影響を受けやすいため留意する必要があるが、国に

おける観光産業の重要性も配慮して、政府レベルでこれらの課題についても対策が講じられてい

るようである。 

 

以上より、本プロジェクトの今後の自立発展性は、INGUAT における CAT 実施体制の強化及び

観光プロモーターの育成がきちんとなされれば、良好であるといえる。 
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第４章 結     論 
 

本終了時評価調査の結論として、以下の点がいえる。 

本プロジェクトは、グアテマラの観光振興・開発のための一手段として CAT に焦点を絞り、そ

の仕組みづくり・発展に貢献したという点において、効果を上げたといえる。だが観光は総合的

な要素からなるため、CAT の強化というひとつのアプローチを採っただけでは簡単に観光発展は

望めないともいえる。本プロジェクトはあくまでひとつのアプローチから観光開発を進めたので

あって、一アプローチからプロジェクト対象地域及び国全体の観光発展を見込むのは難しく、あ

らゆるアプローチからの働きかけが必要だといえる。 

また、「3－1 妥当性」の「(4) プロジェクト・アプローチの妥当性」で述べたように、CAT は

同じ CAT といってもそれぞれでメンバーの構成や内容、教育レベルがかなり異なり、日本の観光

協会に近い形の CAT もあれば、農民グループのような CAT もある。したがって、全部の CAT を

一律に同じやり方で支援していくのは戦略的でなく、似た特徴の CAT ごとに分類し、それぞれで

強化のやり方を変えて対応することが必要と思われる。 

今後、グアテマラの観光ないしは地域開発の支援を考えるのならば、一案として、観光協会的

な CAT には新しい観光開発ツールを紹介していき、農民グループのような CAT には一村一品運

動の活動を紹介したり、役所等への申請書の書き方を指導したりするなどの支援方法で臨んでい

くことが提案される。 

以上の結果から、以下の提言と教訓が導き出された。 

 

４－１ 提 言 

調査結果を受け、INGUAT に対する今後の提言として、以下の 5 つが出された。 

 

(1) 観光自治管理委員会（CAT）の組織能力の基準の設定 

「3－1 妥当性」の「(4) プロジェクト・アプローチの妥当性」や「3－2 有効性」で述

べたように、本プロジェクトでは CAT の組織能力の基準が設定されていなかったため、プロ

ジェクトの効果を客観的にはっきり示すことができなかった。この基準設定の必要性につい

てはグアテマラ側からも同意が得られたため、日本側の専門家・評価調査団によって暫定的

に決めた基準の例10をたたき台として作成した。グアテマラ側関係者の間で基準内容につい

ての精査を行い、今後の活動に生かしていくことが望まれる。 

 

(2) 観光プロモーター選定における注意 

「3－5 自立発展性」で述べたように、有能な観光プロモーターを育成していくことが今

後の CAT 発展のカギとなる。プロジェクトで観光プロモーター用のマニュアルも作成するこ

とになっているが、観光プロモーターの選定に関し、ある程度の基準を決め、それに沿って

選定していくことが望まれる。また、選定の際には透明性を確保することも必要である。 

 

(3) 観光庁（INGUAT）による観光自治菅理委員会（CAT）への研修提供の継続 

プロジェクト期間中、CAT の組織能力強化の手段として、各種研修が CAT メンバーに対

                                                        
10 この基準例については、付属資料 4 のとおり。 
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して提供されたが、この研修について、INGUAT がプロジェクト終了後も提供を継続してい

くことが望まれる。「3－5 自立発展性」で、INGUAT による研修費用負担の可能性について

述べたが、INTECAP 実施の研修が今後も提供されることは話し合いのレベルで決められてい

るようである。他の機関による研修も含め、必要な研修は今後も確実に提供されることが望

まれる。 

 

(4) プロジェクトで作成したプロモーション素材の著作権の管理 

「3－2 有効性」「3－5 自立発展性」で述べたように、本プロジェクトでは、マーケテ

ィング＆プロモーションの素材として地図やパンフレットなどが作成された。プロジェクト

終了後もこれらの素材を利用していくために、素材の著作権の管理について整理する必要が

ある。例えば、著作権が CAT に帰属するよう文書等で合意を得る必要がある。素材の増刷に

ついても資金源を得る方法を考える必要がある。 

 

(5) プロジェクト終了までのマニュアルの完成 

「3－5 自立発展性」で述べたように、プロジェクトで作成予定の各種マニュアルは、今

後の CAT の活動を発展させていくために重要な素材となるため、プロジェクト終了までに各

種マニュアルを確実に完成させ、終了後にプロジェクトの経験・ノウハウを他地域へ広める

ための準備を積極的に進める必要がある。 

 

また、CAT に対する提言として、以下が示された。 

 

(6) 観光自治菅理委員会（CAT）の更なるネットワークの構築化 

本プロジェクトのコンポーネント 1 では、CATs の組織機能・能力が強化され、公共セクタ

ー、コミュニティ、観光零細企業の協同支援メカニズムが整備、確立されることをめざした

活動が行われた。成果の達成度合いは「2－4 アウトプットの達成状況」に述べたとおり各

CATs により異なるものの、達成度の高かった CATs は、「3－2 有効性」に、目に見える成

果の事例として記載した自主イベントの開催を行うなど、CAT の基盤が強化されている様子

が確認された。 

各 CAT は自身の基盤強化のため、プロジェクトによる経験を生かし、市役所や NGO、企

業、資金提供が可能な団体（CAT への資金提供でなく観光資源への資金提供）など、できる

だけ多くの外部組織とネットワークをもつよう、外へのアプローチを今後も強化していくべ

きである。保険的に幾つかの組織にアプローチしていくことが大事である。 

 

４－２ 教 訓 

今後の技術協力プロジェクト実施に対する教訓として、以下の 5 つを得た。 

 

(1) プロジェクト計画時のより詳細な調査と実施中の柔軟な計画変更の奨励 

「3－3 効率性」で述べたように、本プロジェクトでは、プロジェクト目標と各コンポー

ネントの構成、県レベルの CAT への活動内容など、PDM のデザインに多少問題があった。

実際には県レベル対象を市レベル対象に変更するなど、現場の状況に合わせた変更が行われ
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たが、専門家側は PDM 自体を変更すべきでないと考えており、カウンターパートや JICA に

対して変更を提案することはなかったため、PDM の構成や活動内容自体が変更されることは

なかった。 

このような理由から、今後のプロジェクト実施への教訓として、プロジェクト計画時には

より詳細な調査によって、現場の実情に合った PDM を作成することが望まれる。また、プ

ロジェクト実施中にも、PDM が現状をよく反映していなかったり、論理的構造に問題があっ

て不都合な点が生じたりする場合があれば、柔軟に PDM を変更していくことが望まれる。 

 

(2) 専門家の実施体制に対する再考 

中間レビューや、今回の終了時評価調査報告書「2－3 実施プロセス」「3－3 効率性」

にも言及されているが、専門家の実施体制として、JICA 直営専門家とコンサルタント・チー

ムによって構成される混合体制に対して、更なる工夫が望まれる。混合体制を採ることによ

って、プロジェクト全体にかかる金額を低く抑えられるというメリットはあるが、実際には

別々の予算を組むことによって生じる活動の遅延など、実施のうえではさまざまな問題が指

摘された。今後のプロジェクト実施においては、プロジェクト資金の軽減と、指摘された問

題という 2 点のバランスをどう取るか、再考して工夫を試みることが必要と思われる。 

 

(3) 今後の観光開発ないしは地域開発プロジェクト実施へのヒント 

本プロジェクトの実施によって得られた、今後の地域開発もしくは観光開発プロジェクト

を計画・実施するにあたってのヒントとして、以下の 2 点がいえる。 

地域開発プロジェクトへのヒントとして、プロジェクト対象地域外との交流促進の重要性

が挙げられる。地域開発プロジェクトといっても国におけるすべての地域を範囲とすること

はなく、対象とするパイロット地域を選定することになる。その際、「3－2 有効性」の目に

見える成果の例として「他地域の CAT 及びメキシコとの交流」について述べたように、対象

とする地域だけの活動や発展を考えるのではなく、対象地域外と交流させることを活動の要

素として採り入れることが重要である。それによりプロジェクトの成果が他地域へ普及され

ることにもつながり、他地域との交流はプロジェクトに予想以上の効果をもたらす。 

また、「3－1 妥当性」のプロジェクト・アプローチの妥当性に述べたが、観光開発プロ

ジェクトへのヒントとしては、計画段階で観光資源のタイプを厳密に限定しない方がよい、

という点が挙げられる。自然的・文化的観光資源にこだわらず、観光マネジメントのノウハ

ウをもった人的資源や観光施設など、あらゆるタイプの観光資源の可能性を考える方が、観

光開発の機会を広げることにつながる。たとえ自国や外国資本を使った資源の提供であって

も、それらが地域の人々の利益に資するものであるならば、柔軟に対応を考えてみてもよい

のではないか。ただその際には、資本提供側のトップダウンとならないよう、資本提供側と

地元側が共同で管理していくように地元側の自治を配慮することが必要である。 

 

(4) 合同評価の効果的な実施 

現在、技術協力プロジェクトでは、中間レビュー・終了時評価の際には JICA 側と相手国

側が合同で評価を行うことが規定されている。しかし本プロジェクトにおいては、「3－3 効

率性」「3－5 自立発展性」で触れたとおり、関係者へのヒアリングや評価結果の決定は両者
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合同で行われたが、評価グリッドの作成など、評価方針・デザインの決定は JICA 側主導で

行われた。PDM 自体をあまりはっきり理解していないカウンターパートも多かったが、相手

国側における PDM や評価 5 項目に対する理解が少ないと、合同で評価内容を検討するのが

難しくなる。 

効果的な合同評価を実施するためには、主要なカウンターパートには少なくともプロジェ

クト・サイクル・マネジメント（Project Cycle Management：PCM）の知識があることが望ま

れるため、各技術協力プロジェクトの主要なカウンターパートを集めて PCM 研修を実施す

るなど、何らかの措置を講じることが望まれる。 

 

(5) プロジェクト・モニタリングの効果的な実施 

「2－5 プロジェクト目標・上位目標の達成状況」の最後で指摘したように、指標を設定

する際には各アウトプット・目標の状況をきちんと示す適切な指標を設定し、それによりお

のおのの達成度を判断していくことが望ましい。指標の目標値も設定されると、より客観的

な評価が可能になる。また、プロジェクト実施中のモニタリングでは、指標のデータ結果に

よって活動の修正・改善に役立てることが基本である。 

現在、技術協力プロジェクトでは、すべての案件において指標を設定し、指標データを収

集することによって案件のモニタリングを実施することが規定されているが、そもそも適切

な指標が設定されていなかったり、指標データを収集することだけが目的となってしまった

りしている案件が多く、データ結果によって案件の実施状況をモニタリングするという機能

がうまく果たされていない。これは、専門家の間で誰がモニタリングを担当するのかが決ま

っておらず、担当の所在がはっきりしていないことが主な原因と考えられる。 

よって、専門家の担当分野に新たにモニタリング担当を設けるか、または既存の担当分野

にモニタリングを加えるなど、今後の案件実施の際には、効果的なモニタリングを行うため

の工夫が求められる。 



－31－ 

第５章 団長所感 
 

(1) プロジェクト結果を踏まえた観光振興の展開 

今回訪問した現場では、地図などの成果には期待も大きく、また、取り組み方の方向づけが

分かり組織が強化されたとの積極的評価を聞いた。 

これは、観光がさまざまな利害関係者が関係する課題であり共通の問題意識がもちにくいも

のであるが、状況の分析に基づく戦略・計画の保持、具体的な普及方法の提示という今回のプ

ロジェクトのアプローチ方法が良好な成果を上げつつあることを示していると考えられる。 

両国のプロジェクト関係者のこれまでの貢献を称えるとともに、プロジェクト終了後もその

結果を踏まえて INGUAT が全国的展開を行うことを期待している。 

 

(2) 観光庁（INGUAT）の支援能力の向上 

本プロジェクトは、結果の指標として CAT の状況を置いているためカウンターパート機関で

ある INGUAT の能力も向上していることが報告書では分かりにくい。しかし、職員の訓練だけ

でなく、このプロジェクト実施にあたり CAT コーディネーターと地域の観光プロモーターとい

う体制を大幅に強化したこと、CAT 支援方法も当初計画の県 CAT から系統的伝播を前提とし

た方法から、直接市レベルの CAT へ支援するようにしたことなどの実施上の工夫により、

INGUAT が支援能力を相当程度向上させていることを、強調しておきたい。 

なお、JICA 協力は G-G 協力であるので、このようなカウンターパート機関の能力向上につ

いても評価項目に入れておく方がよいと考える。 

 

(3) さまざまな観光自治管理委員会（CAT）の状況に合わせた支援 

今回の報告書では、CAT の状況の相違により、指標の達成度も大きく違うことが指摘されて

いる。しかしながら、もともと、CAT が INGUAT の支援対象ではあるが内部管理化はできない

外部組織であることから、外部要因の影響で支援効果が大きく変わるという可能性は少なくな

い点を考慮に入れるべきであろう。 

このため、各 CAT の状況に合わせた対応が重要であり、CAT の状況分析とともに、今回の

報告書で提言した CAT 能力測定によって、より細やかな対応ができるようになると期待される。 
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主要面談者 

 

INGUAT Mr. Roberto Robles Gonzales（観光庁長官） 

Mr. José Julio Díaz Anleu（商品開発局局長） 

Ms. Gloria Ralda（CAT コーディネーター） 

Ms. Ana Lucrecia Gordillo Sandoval（プロジェクト調査課課長） 

Ms. Alejandrina Silva（文化遺産課課長） 

Ms. Helene Schleehauf（アルタ・べラパス県観光プロモーター） 

Mr. Byron Alvarado（バハ・べラパス県観光プロモーター） 

Ms. Edna Sura López（ペテン県観光プロモーター） 

Ms. Carmen Elizabeth Palacios（ペテン県観光プロモーター） 

 

INTECAP Ms. Virginia Sagastume（ペテン県担当） 

 

CAT CAT San Jerónimo メンバー 

CAT Rabinal メンバー 

CAT Camino Pokom (Santa Cruz, San Cristobal Verapaz, Tactic)

メンバー 

CAT Chisec メンバー 

CAT Sayaxché メンバー 

CAT El Remate メンバー 

CAT La Libertad メンバー 

CAT Poptún メンバー 

CAT Livingston メンバー 

 

在グアテマラ 

日本国大使館 

鈴木 一泉 大使 

森田 聡 一等書記官 

 

JICA グアテマラ 

事務所 

佐々木 所長 

青木 次長 

伊藤 珠代 企画調査員 

 

日本人専門家 平林 啓記 専門家（総括／地域観光開発） 

遠井 大介 専門家（業務調整／組織能力強化） 
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ル

ー

プ
の

選
定

 

観
光

振
興

・
開

発
の

た
め

の
能

力
強

化
の

対
象

と
し

て
、

C
A

T
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 関

係
者

へ
の

質
問

票
調

査
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
か

ら
は

、
C

A
T
へ

の
支

援
は

妥
当

で
あ

る

と
の

回
答

を
得

た
。

 

・
 C

A
T
の

組
織

能
力

強
化

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

標
で

あ
る

の
に

、
組

織
能

力
の

基

準
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
で

共
有

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

こ
と

は
問

題
で

あ
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
計

画
時

ま
た

は
実

施
中

に
関

係
者

で
あ

る
程

度
の

基
準

を
設

定
し

、
そ

れ
に

よ
っ

て
強

化
の

方
法

を
検

討
す

る
な

ど
の

措
置

が
必

要
で

あ
っ

た
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

と
し

て
、

ペ
テ

ン
県

、
ア

ル

タ
・
べ

ラ
パ

ス
県

、
バ

ハ
・
べ

ラ
パ

ス
県

は
妥

当
で

あ
っ

た
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 お

お
む

ね
妥

当
で

あ
る

が
、

べ
ラ

パ
ス

地
域

、
特

に
バ

ハ
・

べ
ラ

パ
ス

県
は

観
光

地

と
し

て
の

競
争

力
が

や
や

弱
い

。
 

・
 3

県
の

場
所

が
離

れ
て

お
ら

ず
固

ま
っ

て
い

た
こ

と
は

、
活

動
を

実
施

す
る

う
え

で

よ
か

っ
た

が
、

専
門

家
の

M
/M

に
比

べ
て

対
象

範
囲

の
面

積
が

広
す

ぎ
た

。
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・

グ
ル

ー

プ
以

外
へ

の

波
及

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
対

象
地

域
以

外
に

も
応

用
可

能
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 応

用
は

十
分

可
能

。
他

地
域

の
C

A
T
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
知

識
・
経

験
・
ノ

ウ
ハ

ウ

を
普

及
さ

せ
る

た
め

に
、

作
成

予
定

の
各

種
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
完

成
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
。

 

日
本

の
技

術

の
比

較
優

位

性
 

観
光

振
興

に
お

い
て

、
日

本
は

適
切

な
ノ

ウ
ハ

ウ
を

も
っ

て
い

た
か
（

グ
ア

テ
マ

ラ
に

お
け

る
他

ド
ナ

ー
の

活
動

と

の
比

較
）。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 他

ド
ナ

ー
に

よ
る

グ
ア

テ
マ

ラ
観

光
分

野
へ

の
支

援
は

ほ
と

ん
ど

が
小

規
模

で
、

し

か
も

ハ
ー

ド
が

中
心

で
あ

る
の

で
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

よ
う

な
地

域
の

観
光

人
材

育
成

を
め

ざ
し

た
支

援
は

有
効

で
あ

り
、

こ
の

よ
う

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
お

け
る

日
本

の
優

位
性

は
高

い
。

 

ジ
ェ

ン
ダ

ー

へ
の

配
慮

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
際

し
、
裨

益
対

象
者

と
な

る
地

域

住
民

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

情
報

を
適

宜
収

集
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

効
果

が
適

切
に

も
た

ら
さ

れ
る

よ
う

な
工

夫

を
行

う
な

ど
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
配

慮
が

な
さ

れ
て

い
た

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

女
性

の
参

加
率

が
非

常
に

高
く

、
保

守
的

と
さ

れ
る

べ
ラ

パ

ス
地

域
に

お
い

て
も

C
A

T
の

な
か

で
女

性
メ

ン
バ

ー
が

中
心

的
役

割
を

果
た

し
て

い

る
な

ど
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
へ

の
配

慮
が

な
さ

れ
て

い
た

。
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3 

評
価
項
目
：
有
効
性

 
評

価
設

問
 

必
要

な
デ

ー
タ

／
 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

活
動

の
実

施

状
況

 

下
記

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

1：
組

織
能

力
強

化
に

係
る

活

動
は

実
施

さ
れ

た
か

。
 

 1.
1 

観
光

庁
、
職

業
訓

練
庁
（

IN
T

E
C

A
P
）、

F
U

N
D

E
S

A
 

や
A

G
E

X
P

O
R

T
 な

ど
N

G
O

 を
含

む
C

A
Ts

 関
連

組
織

の
組

織
・
機

能
に

つ
い

て
の

S
W

O
T

 分
析

を
実

施
す

る
。 

1.
2  

C
A

Ts
 の

組
織

分
析

を
実

施
し

、
問

題
を

特
定

す

る
。

 

1.
3 

C
A

Ts
、

観
光

零
細

企
業

、
観

光
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
て

い
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
能

力
強

化
の

た
め

に

必
要

な
支

援
を

特
定

す
る

。
 

1.
4  

C
A

Ts
 の

組
織

に
つ

い
て

見
直

し
、
責

任
役

割
分

担

等
に

つ
い

て
定

義
す

る
。

 

1.
5 

各
県

レ
ベ

ル
の

C
A

Ts
 の

観
光

戦
略

プ
ラ

ン
を

策

定
す

る
。

 

1.
6 

各
県

レ
ベ

ル
の

C
A

Ts
 の

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
・

プ

ラ
ン

を
策

定
す

る
。

 

1.
7  

分
析

結
果

に
基

づ
い

て
、

管
理

運
営

能
力

の
キ

ャ

パ
シ

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

を
実

施
す

る
。

 

1.
8 

公
共

セ
ク

タ
ー

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、

観
光

零
細

企

業
の

協
同

支
援

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

構
築

す
る

。
 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 各

活
動

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
は

、
報

告
書

本
文

「
第

3
章

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実

績
」

の
「

3.
2 

活
動

実
績

」
の

表
を

参
照

。
 

下
記

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

2：
観

光
商

品
開

発
に

係
る

活

動
は

実
施

さ
れ

た
か

。
 

   

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

 

・
 各

活
動

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
は

、
報

告
書

本
文

「
第

3
章

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実

績
」

の
「

3.
2 

活
動

実
績

」
の

表
を

参
照

。
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4 

評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

2.
1 

観
光

地
、
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

、

周
遊

回
廊

、
観

光
ル

ー
ト

な
ど

の
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

を
作

成
す

る
。

 

2.
2 

観
光

セ
ク

タ
ー

に
お

け
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
調

査

を
実

施
す

る
。

 

2.
3 

公
共

及
び

民
間

投
資

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

、
観

光

活
動

の
形

成
及

び
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン

ト
の

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
調

査
す

る
。

 

2.
4 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

に
お

け
る

貧
困

削
減

を

達
成

す
る

よ
う

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・

プ
ラ

ン
を

策
定

す

る
。

 

2.
5 

上
記

2.
2 

及
び

2.
3 

の
調

査
結

果
と

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ
・
プ

ラ
ン

に
基

づ
き

、
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・
デ

ィ
ベ

ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
を

実
施

す
る

。
 

2.
6 

カ
テ

ゴ
リ

ー
ご

と
に

観
光

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
年

次

コ
ン

テ
ス

ト
を

開
催

し
て

、
革

新
的

な
ア

イ
デ

ア
を

交
換

し
、
観

光
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

地
方

及
び

国
レ

ベ
ル

で
構

築

す
る

。
 

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

下
記

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

3：
観

光
イ

ン
フ

ラ
と

サ
ー

ビ

ス
に

係
る

活
動

は
実

施
さ

れ
た

か
。

 

3.
1 

特
定

さ
れ

た
必

要
な

観
光

イ
ン

フ
ラ

及
び

サ
ー

ビ

ス
に

つ
い

て
プ

ラ
ン

を
策

定
す

る
（

例
え

ば
、
サ

ー
ビ

ス

の
改

善
に

つ
い

て
は

、
サ

ス
テ

ー
ナ

ブ
ル
・
ツ

ー
リ

ズ
ム

や
ロ

ー
カ

ル
・

ガ
イ

ド
な

ど
の

認
証

制
度

の
導

入
や

、

G
re

en
 D

ea
l 
な

ど
国

際
的

な
認

証
制

度
へ

の
申

請
の

奨

励
な

ど
が

含
ま

れ
る

）。
 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 現

地
視

察
 

・
 各

活
動

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
は

、
報

告
書

本
文

「
第

3
章

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実

績
」

の
「

3.
2 

活
動

実
績

」
の

表
を

参
照

。
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5 

評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

3.
2 

資
金

調
達

と
資

金
管

理
を

実
施

す
る

。
 

3.
3 

サ
ー

ビ
ス

及
び

イ
ン

フ
ラ

の
向

上
・

整
備

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

す
る

。
 

3.
4 

観
光

資
源

の
管

理
運

営
機

能
向

上
の

た
め

の
キ

ャ

パ
シ

テ
ィ
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

に
必

要
な

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

視
覚

教
材

を
ス

ペ
イ

ン
語

及
び

現
地

語
で

作
成

し
、

研
修

を
実

施
す

る
。

 

 下
記

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

4：
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

及
び

プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
係

る
活

動
は

実
施

さ
れ

た
か

。
 

4.
1 

特
定

さ
れ

た
観

光
商

品
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
及

び

商
品

化
戦

略
を

策
定

し
、

実
施

す
る

。
 

4.
2 

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
及

び
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
キ

ャ

パ
シ

テ
ィ
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

に
必

要
な

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

視
覚

教
材

を
ス

ペ
イ

ン
語

や
現

地
語

で
作

成
し

、
研

修
を

実
施

す
る

。
 

4.
3 

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
・

ツ
ー

ル
を

作
成

し
、

さ
ま

ざ

ま
な

メ
デ

ィ
ア

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

配
信

す
る

。
 

4.
4 

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
・

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
。

 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 現

地
視

察
 

・
 各

活
動

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
は

、
報

告
書

本
文

「
第

3
章

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実

績
」

の
「

3.
2 

活
動

実
績

」
の

表
を

参
照

。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ

ト
の

達
成

度
 

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
1
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
C

A
Ts

の
組

織

機
能
・
能

力
が

強
化

さ
れ

、
公

共
セ

ク
タ

ー
、
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

、
観

光
零

細
企

業
の

協
同

支
援

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

整

備
、
確

立
さ

れ
る

）
は

達
成

さ
れ

た
か

。
P

D
M

指
標
（

C
A

T

の
メ

ン
バ

ー
数

、
C

A
T

メ
ン

バ
ー

の
職

種
数

）
の

結
果

は
ど

う
か

。
 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 P

D
M

指
標

の
結

果
は

以
下

の
表

の
と

お
り

。
 

 

指
標

 
B

as
el

in
e 

M
ar

.2
00

8 

2n
d  

S
ep

.2
00

8 

3r
d  

M
ar

.2
00

9 

4t
h
 

S
ep

.2
00

9 

5t
h
 

Ju
n

.2
01

0 

C
A

T
の

メ
ン

バ
ー

数
 

14
4 

14
4 

15
5 

19
0 

30
0 

C
A

T
メ

ン
バ

ー
の

職
種

数
 

73
 

73
 

74
 

81
 

94
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6 

評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

・
 質

問
票

調
査

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

か
ら

、
C

A
T
の

組
織

能
力

強
化

は
各

C
A

T
に

よ
っ

て
異

な
り

、
差

が
大

き
い

と
い

う
結

果
が

得
ら

れ
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
1
の

ア
ウ

ト

プ
ッ

ト
の

達
成

度
に

つ
い

て
は

判
断

が
難

し
い

。
 

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
2
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
（

観
光

商
品

や
パ

ッ
ケ

ー
ジ

が
特

定
さ

れ
、
定

義
さ

れ
る

）
は

達
成

さ
れ

た

か
。

P
D

M
指

標
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市
の

観
光

商
品

数
）

の
結

果
は

ど
う

か
。

 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 P

D
M

指
標

の
結

果
は

以
下

の
表

の
と

お
り

。
 

 

指
標

 
B

as
el

in
e 

M
ar

.2
00

8 

2n
d  

S
ep

.2
00

8 

3r
d  

M
ar

.2
00

9 

4t
h
 

S
ep

.2
00

9 

5t
h
 

Ju
n

.2
01

0 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市

の
観

光
商

品
数

 
66

 
93

 
11

1 
14

1 
14

6 

 
 

・
 指

標
結

果
の

と
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

っ
て

観
光

商
品

が
確

実
に

特
定

・
定

義

さ
れ

、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

2
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
高

い
。

 

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
3
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
（

観
光

資
源

の
保

護
も

含
め

て
、

観
光

客
を

受
け

入
れ

る
た

め
の

サ
ー

ビ

ス
・

イ
ン

フ
ラ

が
改

善
さ

れ
る

）
は

達
成

さ
れ

た
か

。

P
D

M
指

標
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市
の

研
修

を
受

け
た

観
光

従
事

者
の

人
数

、
計

画
・
申

請
・
承

認
・

実
施

さ
れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

数
）

の
結

果
は

ど
う

か
。

 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 P

D
M

指
標

の
結

果
は

以
下

の
表

の
と

お
り

。
 

 

指
標

 
B

as
el

in
e 

M
ar

.2
00

8 

2n
d  

S
ep

.2
00

8 

3r
d  

M
ar

.2
00

9 

4t
h
 

S
ep

.2
00

9 

5t
h
 

Ju
n

.2
01

0 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市

の
研

修
を

受
け

た
観

光
従

事
者

の

人
数

 

64
2 

1,
07

1 
1,

70
7 

2,
35

3 
3,

17
2 

計
画

、
申

請
、
承

認
、
実

施
さ
れ

た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
数

 
45

 
45

 
48

 
57

 
10

3 

 
 

・
 上

記
指

標
は

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
3
の

状
況

を
示

す
指

標
と

し
て

は
あ

ま
り

適
切

で
な

く
、

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
１

の
状

況
を

示
し

た
指

標
と

い
え

る
。

 

・
 質

問
票

調
査

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

か
ら

、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

3
は

グ
ア

テ
マ

ラ
側

関

係
者

か
ら

内
容

の
意

味
が

正
確

に
理

解
さ

れ
て

お
ら

ず
、

認
識

自
体

が
低

か
っ

た
た

め
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
3
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
や

や
低

い
。
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7 

評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
4
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
（

定
義

さ
れ

た
観

光
商

品
や

パ
ッ

ケ
ー

ジ
が

国
内

及
び

国
際

的
に

認
知

さ

れ
る

）
は

達
成

さ
れ

た
か

。
P

D
M

指
標

（
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
素

材
の

数
、
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
素

材

の
種

類
）

の
結

果
は

ど
う

か
。

 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 P

D
M

指
標

の
結

果
は

以
下

の
表

の
と

お
り

。
 

 

指
標

 
B

as
el

in
e 

M
ar

.2
00

8 

2n
d  

S
ep

.2
00

8 

3r
d  

M
ar

.2
00

9 

4t
h
 

S
ep

.2
00

9 

5t
h
 

Ju
n

.2
01

0 

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

素
材

の

数
 

53
 

53
 

62
 

26
8 

39
7 

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

素
材

の

種
類

 
5 

5 
5 

6 
7 

 
 

・
 指

標
結

果
の

と
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

っ
て

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

素
材

が

確
実

に
開

発
さ

れ
た

が
、

こ
れ

ら
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
素

材
が

国
内

及
び

国
際

的
に

認
知

さ
れ

た
か

ど
う

か
は

分
か

ら
な

い
。

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
は

行
わ

れ
た

が
、

認
知

状
況

に
つ

い
て

の
明

確
な

デ
ー

タ
は

な
く

、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

4
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
普

通
。

 

研
修

の
有

効

性
 

受
講

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
研

修
が

提
供

さ
れ

た
か

。
 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
へ

の
質

問
票

調
査

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

は
、

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
研

修
が

受
講

で

き
た

、
と

の
回

答
を

得
た

。
 

・
 『

現
状

調
査
・
分

析
報

告
書

』
に

お
い

て
示

さ
れ

た
、
各

C
A

T
に

対
し

て
行

わ
れ

た

最
初

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
挙

げ
ら

れ
た

課
題

・
ニ

ー
ズ

等
を

見
直

し
、

観
光

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

が
そ

れ
ら

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

て
、

実
施

す
る

研
修

を
決

め
た

。
 

研
修

に
対

す
る

受
講

者
の

満
足

度
は

高
い

か
。

 
・

 事
業

進
捗

報
告

書
 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
へ

の
質

問
票

調
査

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

は
、

お
お

む
ね

研
修

に
対

す
る

満
足

度

は
高

い
。

 

研
修

の
受

講
は

C
A

T
の

組
織

能
力

強
化

に
貢

献
し

て
い

る
か

。
貢

献
し

て
い

る
と

す
れ

ば
、
ど

の
よ

う
に

貢
献

し

て
い

る
か

。
 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

 

・
 C

A
T
へ

の
質

問
票

調
査

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

は
、「

役
に

立
っ

た
」「

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
研

修
が

受
講

で
き

た
」

と
の

回
答

が
ほ

と
ん

ど
で

あ
っ

た
が

、
実

際
に

ど
う

役
に

立
っ

た
か

を
問

う
と

、
あ

ま
り

は
っ

き
り

し
た

回
答

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

。
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8 

評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 具

体
的

な
効

果
の

例
は

、
料

理
・

サ
ー

ビ
ス

関
係

の
研

修
を

受
け

た
レ

ス
ト

ラ
ン

経

営
者

の
メ

ン
バ

ー
か

ら
、「

店
の

売
り

上
げ

が
上

が
っ

た
」
と

い
う

例
が

あ
っ

た
ぐ

ら

い
。

 

・
 よ

っ
て

、
研

修
実

施
の

効
果

に
つ

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
有

効
で

あ

っ
た

の
か

ど
う

か
は

判
断

が
難

し
い

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
の

達

成
見

込
み

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標
（

ベ
ラ

パ
ス

2
県

及
び

ペ
テ

ン
県

に

お
い

て
、

C
A

Ts
の

能
力

が
強

化
さ

れ
、

地
域

の
資

源
を

活
用

し
た

観
光

振
興

が
図

ら
れ

る
）

は
達

成
さ

れ
た

か
、

も
し

く
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
。

P
D

M
指

標
（

C
A

T
の

年
間

予
算

額
、

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
の

各
市

の
観

光
セ

ク
タ

ー
の

企
業

数
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市
の

観
光

セ
ク

タ
ー

の

雇
用

者
数

）
の

結
果

は
ど

う
か

。
 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 P

D
M

指
標

の
結

果
は

以
下

の
表

の
と

お
り

。
 

 

指
標

 
B

as
el

in
e 

M
ar

.2
00

8 

2n
d  

S
ep

.2
00

8 

3r
d  

M
ar

.2
00

9 

4t
h
 

S
ep

.2
00

9 

5t
h
 

Ju
n

.2
01

0 

C
A

T
の

年
間

予
算

額
 

45
8,

50
0 

45
8,

50
0 

55
,5

00
 

50
1,

17
9 

75
5,

72
8 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市

の
観

光
セ

ク
タ

ー
の

企
業

数
 

2,
20

8 
2,

21
4 

2,
09

4 
2,

72
9 

2,
90

7 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市

の
観

光
セ

ク
タ

ー
の

雇
用

者
数

 
5,

72
4 

5,
72

2 
5,

72
2 

8,
21

6 
9,

36
3 

 
 

・
 指

標
結

果
か

ら
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

が
支

持
さ

れ
る

。
 

・
 だ

が
、
質

問
票

調
査

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

か
ら

、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

1
と

同
様

、
C

A
T

の
組

織
能

力
強

化
の

度
合

い
が

各
C

A
T
に

よ
っ

て
大

き
く

異
な

り
、
一

律
に

全
体

と

し
て

の
結

論
を

出
す

の
は

難
し

い
。

 

・
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

そ
も

そ
も

組
織

能
力

の
「

基
準

」
が

あ
ら

か
じ

め
設

定
さ

れ

て
お

ら
ず

、
ど

う
い

う
状

態
が

強
化

さ
れ

た
と

い
え

る
の

か
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
で

基
準

が
共

有
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

例
え

ば
日

本
人

専
門

家
と

グ
ア

テ
マ

ラ
側

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

で
強

化
さ

れ
た

と
思

う
C

A
T
が

異
な

る
な

ど
、
組

織
能

力
強

化

の
達

成
度

を
客

観
的

に
評

価
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た
。

 

・
 よ

っ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

度
を

判
断

す
る

の
は

難
し

い
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ

ト
の

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標

各
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

へ
の

貢

献
度

は
ど

う
か

。
 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

・
 C

A
T

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
か

ら
は

、
4
つ

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

の
う

ち
、

コ
ン

ポ
ー

ネ

ン
ト

1（
組

織
能

力
強

化
）
と

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
4（

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
及

び
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

）
が

重
要

と
の

回
答

を
得

た
。
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9 

評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

達
成

へ
の

貢

献
度

 

査
報

告
書

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

外
部

条
件

の

影
響

 

P
D

M
で

特
定

さ
れ

た
外

部
条

件
の

影
響

は
あ

っ
た

か
。

 
・

 事
業

進
捗

報
告

書
 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
期

間
中

に
政

権
が

交
代

し
、

F
U

N
D

E
S

A
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実

施
体

制
メ

ン
バ

ー
か

ら
外

れ
た

（
P

D
M

で
グ

ア
テ

マ
ラ

側
実

施
体

制
が

変
更

さ
れ

た
）。

 

・
 一

部
の

C
A

T
に

お
い

て
、
政

治
的

な
理

由
に

よ
り

メ
ン

バ
ー

が
交

代
さ

せ
ら

れ
た

例

が
報

告
さ

れ
た

。
 

他
の

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標

達
成

へ
の

貢

献
度

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

以
外

に
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に

貢
献

し
て

い
る

要
因

は
あ

る
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 下

記
「

他
ド

ナ
ー

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
貢

献
度

」
の

項
を

参
照

。
 

他
ド

ナ
ー

の

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
へ

の
貢

献

度
 

他
ド

ナ
ー

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
デ

マ
ケ

、
相

乗
効

果
は

あ
っ

た
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 ペ

テ
ン

県
P

op
tu

n
市

に
お

い
て

、
ド

イ
ツ

G
T

Z
が

地
域

開
発

の
一

環
と

し
て

市
役

所
へ

の
支

援
（

L
oc

al
 D

ev
el

op
m

en
t t

hr
ou

gh
 G

oo
d 

M
un

ic
ip

al
 G

ov
er

na
nc

e）
を

行

っ
て

お
り

、
こ

の
影

響
も

あ
っ

て
、

C
A

T
 P

op
tu

n
は

市
役

所
と

の
関

係
が

良
好

で
、

観
光

開
発

に
お

け
る

C
A

T
と

市
役

所
と

の
協

力
・
連

携
活

動
が

見
ら

れ
た

。
こ

れ
は

、

他
ド

ナ
ー

支
援

と
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

相
乗

効
果

だ
と

い
え

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
達

成

を
阻

害
し

て

い
る

要
因

 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

及
び

C
A

T
メ

ン
バ

ー
の

部
署

異

動
・
離

職
等

は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

及
び

効
果

に
影

響
が

あ
っ

た
か

。
そ

の
他

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

を
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

あ
る

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 一

部
の

C
A

T
に

お
い

て
、
政

治
的

な
理

由
に

よ
り

メ
ン

バ
ー

が
交

代
さ

せ
ら

れ
た

例

が
報

告
さ

れ
た

。
 

・
 政

権
交

代
・
政

治
的

理
由

に
よ

る
IN

G
U

A
T
及

び
C

A
T
メ

ン
バ

ー
の

変
更

は
避

け
ら

れ
な

い
た

め
、

各
種

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

C
A

T
メ

ン
バ

ー
等

が
変

更
し

た
際

に

は
そ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
参

照
す

る
な

ど
の

対
策

が
必

要
。
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評
価
項
目
：
効
率
性

 
評

価
設

問
 

必
要

な
デ

ー
タ

／
 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

イ
ン

プ
ッ

ト

の
状

況
 

日
本

側
か

ら
の

投
入

は
計

画
ど

お
り

（
P

D
M
：

長
期

専

門
家

派
遣

1
名

、
短

期
専

門
家

派
遣

5
名

、
研

修
員

受
入

、

機
材

供
与

、
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

負
担

）
に

行
わ

れ
た

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 日

本
側

の
投

入
実

績
に

つ
い

て
は

、
報

告
書

本
文

「
第

3
章

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実

績
」

の
「

3.
1 

投
入

実
績

」
の

表
を

参
照

。
 

グ
ア

テ
マ

ラ
側

か
ら

の
投

入
は

計
画

ど
お

り
（

P
D

M
：

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

配
置

、
施

設
提

供
、
ロ

ー
カ

ル
コ

ス

ト
負

担
）

に
行

わ
れ

た
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 グ

ア
テ

マ
ラ

側
の

投
入

実
績

に
つ

い
て

は
、

報
告

書
本

文
「

第
3
章

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

」
の

「
3.

1 
投

入
実

績
」

の
表

を
参

照
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ

ト
か

ら
み

た

投
入

の
質

・

量
・

タ
イ

ミ

ン
グ

 

専
門

家
の

派
遣

人
数

、
専

門
分

野
、
派

遣
時

期
は

適
切

だ

っ
た

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 お

お
む

ね
適

切
で

あ
っ

た
が

、
専

門
家

の
分

野
に
「

サ
ー

ビ
ス
・
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

」

の
専

門
家

が
い

る
と

よ
か

っ
た

。
 

・
 短

期
専

門
家

の
投

入
量

が
年

3M
/M

と
比

較
的

少
な

か
っ

た
た

め
、
そ

の
M

/M
で

カ

バ
ー

す
る

に
は

対
象

範
囲

が
広

す
ぎ

た
。

4～
5M

/M
く

ら
い

が
適

当
。

 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
人

数
、
配

置
状

況
、
能

力
は

適
切

だ
っ

た
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 お

お
む

ね
適

切
で

あ
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
年

目
は

グ
ア

テ
マ

ラ
側

カ
ウ

ン
タ

ー

パ
ー

ト
の

実
施

体
制

に
問

題
が

あ
っ

た
が

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

メ
ン

バ
ー

の
変

更
に

よ
り

こ
の

問
題

は
解

消
さ

れ
た

。
 

研
修

員
受

入
れ

の
人

数
、
分

野
、
研

修
内

容
、
研

修
期

間
、

受
入

れ
時

期
は

適
切

だ
っ

た
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 お

お
む

ね
適

切
で

あ
っ

た
が

、
本

邦
研

修
の

参
加

者
で

、
IN

G
U

A
T

の
職

員
を

減
ら

し
て

C
A

T
の

メ
ン

バ
ー

を
入

れ
て

も
よ

か
っ

た
。

ま
た

、
6
人

ま
と

め
て

よ
り

も
、

少
な

い
人

数
で

回
数

を
分

け
た

方
が

よ
か

っ
た

。
 

供
与

機
材

の
種

類
、

量
、

設
置

時
期

は
適

切
だ

っ
た

か
。

 
・

 専
門

家
ヒ

ア
リ

ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 お

お
む

ね
適

切
で

あ
っ

た
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
全

体
予

算
・
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

は
適

性

規
模

で
あ

っ
た

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 お

お
む

ね
適

切
で

あ
っ

た
。

 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
コ

ス
ト

負
担

は
適

性
規

模
で

あ

っ
た

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 お

お
む

ね
適

切
で

あ
っ

た
。
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評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

類
似

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
と

の

コ
ス

ト
比

較
 

類
似

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
比

較
し

て
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

総

投
入

コ
ス

ト
は

妥
当

だ
っ

た
か

。
 

・
 類

似
案

件
 

・
 類

似
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

適
切

な
例

が
な

い
た

め
、

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

比
較

は

難
し

い
。

 

効
率

性
を

阻

害
し

た
要

因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

あ
た

っ
て

、
円

滑
な

業
務

遂
行

が
阻

害
さ

れ
た

要
因

は
あ

る
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
で

実
施

プ
ロ

セ
ス

上
の

問
題

点
と

し
て

指
摘

さ
れ

た
、

日
本

人

専
門

家
の

実
施

体
制

、
グ

ア
テ

マ
ラ

側
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

実
施

体
制

、
県

レ
ベ

ル
の

C
A

T
へ

の
活

動
（

観
光

戦
略

プ
ラ

ン
や

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
・
プ

ラ
ン

の
策

定
）、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

活
用

法
の

4
つ

の
問

題
点

が
あ

っ
た

が
、

こ
れ

ら
の

う
ち

多
く

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
中

に
改

善
さ

れ
た

。
 

技
術

移
転

の

方
法

 

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 開

始
当

初
、
専

門
家

主
導

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
が

実
施

さ
れ

る
傾

向
が

あ
っ

た
が

、

途
中

で
改

善
さ

れ
た

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
の

マ
ネ

ジ

メ
ン

ト
体

制
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
、
意

思
決

定

過
程

、
JI

C
A

本
部

・
在

外
事

務
所

の
機

能
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
組

み
な

ど
に

問

題
は

な
か

っ
た

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 上

記
「

効
率

性
を

阻
害

し
た

要
因

」
の

項
で

挙
げ

た
よ

う
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
と

し
て

幾
つ

か
の

問
題

点
が

あ
っ

た
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
中

に
改

善
が

試
み

ら
れ

た
。

 

・
 カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
や

C
A

T
メ

ン
バ

ー
へ

の
質

問
票

調
査

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
お

い
て

日
本

人
専

門
家

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

よ
く

取
れ

て
お

り
、

満
足

の
い

く
や

り
方

で
行

わ
れ

た
、

と
の

回
答

を
得

た
。
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評
価
項
目
：
イ
ン
パ
ク
ト

 
評

価
設

問
 

必
要

な
デ

ー
タ

／
 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

上
位

目
標

の

達
成

見
込

み
 

上
位

目
標

（
グ

ア
テ

マ
ラ

の
持

続
可

能
な

観
光

及
び

自

然
・
文

化
資

源
の

保
全

が
促

進
さ

れ
、
経

済
開

発
と

貧
困

削
減

に
寄

与
す

る
）

は
達

成
さ

れ
る

見
込

み
は

あ
る

か
。

P
D

M
指

標
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市
の

訪
問

者
数

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
の

各
市

で
認

証
取

得
し

た
企

業
数

）
の

結
果

は
ど

う
か

。
 

・
 事

業
進

捗
報

告
書

 

・
 業

務
完

了
報

告
書

 

・
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 P

D
M

指
標

の
結

果
は

以
下

の
表

の
と

お
り

。
 

 

指
標

 
B

as
el

in
e 

M
ar

.2
00

8 

2n
d  

S
ep

.2
00

8 

3r
d  

M
ar

.2
00

9 

4t
h
 

S
ep

.2
00

9 

5t
h
 

Ju
n

.2
01

0 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市

の
訪

問
者

数
 

83
0,

40
0 

83
4,

40
1 

83
6,

13
7 

94
4,

82
6 

1,
00

8,
09

9 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

の
各

市

で
認

証
取

得
し
た
企
業
数

 
10

 
10

 
10

 
17

 
22

 

 
 

・
 指

標
結

果
か

ら
は

、
上

位
目

標
の

達
成

見
込

み
が

支
持

さ
れ

る
。

 

・
 だ

が
、

上
記

指
標

値
の

伸
び

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
と

の
因

果
関

係
が

は
っ

き
り

し

て
お

ら
ず

、
指

標
デ

ー
タ

が
増

え
た

の
は

必
ず

し
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
効

果
だ

と
は

断
定

で
き

な
い

。
む

し
ろ

、
他

の
要

因
（

中
米

4
カ

国
間

の
移

動
自

由
化

な
ど

）

に
よ

る
影

響
が

大
き

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

・
 質

問
票

調
査

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

か
ら

は
、

上
記

の
因

果
関

係
や

実
際

の
状

況
に

つ

い
て

は
っ

き
り

と
し

た
回

答
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
た

め
、

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

に
つ

い
て

は
、

現
時

点
で

の
判

断
は

難
し

い
。

 

そ
の

他
の

波

及
効

果
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
る

グ
ア

テ
マ

ラ
の

観
光

振

興
に

関
す

る
政

策
・

制
度

へ
の

影
響

は
あ

る
か

。
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
経

験
を

生
か

し
、
今

後
C

A
T
を

通
じ

た
地

域
レ

ベ
ル

で
の

観
光

振
興

が
図

ら
れ

る
見

込
み

で
あ

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

及
び

上
位

目
標

以
外

に
、
プ

ラ
ス

の

イ
ン

パ
ク

ト
が

生
じ

て
い

る
か
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施

に
よ

る
具

体
的

な
変

化
の

事
例

は
あ

る
か

）。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

  

・
 イ

ベ
ン

ト
開

催
に

お
け

る
C

A
T
の

自
力

の
資

金
調

達
や

、
地

域
内

外
で

の
C

A
T
メ

ン
バ

ー
同

士
の

活
発

な
交

流
、
メ

キ
シ

コ
と

の
交

流
、「

道
の

駅
」
の

コ
ン

セ
プ

ト
の

普
及

な
ど

。
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評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
計

画
時

に
予

期
し

て
い

な
か

っ
た

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

生
じ

て
は

い
な

い
か
（

具

体
的

な
変

化
の

事
例

は
あ

る
か

）。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
負

の
影

響
に

つ
い

て
は

実
施

中
に

報
告

が
な

く
、

今
後

も
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
マ

イ
ナ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

生
じ

る
こ

と
は

考
え

に
く

い
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
成

果
か

ら

イ
ン

パ
ク

ト

へ
の

展
開

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

得
ら

れ
た

成
果

の
う

ち
、

ど
の

成
果

が
一

番
大

き
く

、
ま

た
今

後
の

グ
ア

テ
マ

ラ
の

観
光

開
発

に
イ

ン
パ

ク
ト

を
与

え
る

と
思

う
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 今

後
の

イ
ン

パ
ク

ト
の

出
現

に
つ

い
て

、
幾

つ
か

の
C

A
T
に

お
い

て
は

、
メ

ン
バ

ー

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や
意

欲
、

組
織

能
力

と
も

高
い

た
め

、
今

後
更

な
る

プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

出
て

く
る

こ
と

が
見

込
め

る
。
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評
価
項
目
：
自
立
発
展
性

 
評

価
設

問
 

必
要

な
デ

ー
タ

／
 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

政
策

・
制

度

面
で

の
持

続

性
 

グ
ア

テ
マ

ラ
に

お
け

る
観

光
振

興
・
開

発
策

は
、
今

後
も

継
続

さ
れ

る
見

込
み

か
。

 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 S

E
G

E
P

L
A

N
質

問

票
 

・
 グ

ア
テ

マ
ラ

に
お

い
て

、
観

光
産

業
は

今
後

も
重

要
な

位
置

づ
け

に
あ

り
、

観
光

開

発
は

国
の

経
済
・
社

会
開

発
に

重
要

な
手

段
と

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

た
め

、

今
後

も
観

光
セ

ク
タ

ー
が

国
の

重
要

産
業

と
し

て
発

展
し

て
い

く
見

込
み

は
十

分
あ

る
。

 

観
光

振
興

・
開

発
に

お
け

る
C

A
T

の
位

置
づ

け
は

、
現

在
よ

り
も

強
化

さ
れ

る
見

込
み

か
。

 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 観

光
を

通
じ

た
地

域
の

発
展

も
め

ざ
さ

れ
て

い
る

の
で

、
今

後
も

C
A

T
を

通
じ

た
地

域
レ

ベ
ル

の
観

光
開

発
政

策
が

継
続

さ
れ

る
見

込
み

で
あ

る
。

 

体
制

面
で

の

持
続

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
、

IN
G

U
A

T
に

お
け

る
C

A
T
管

理
に

お
け

る
現

体
制

は
維

持
さ

れ
る

か
、
も

し
く

は
強

化

さ
れ

る
見

込
み

か
。

 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 I

N
G

U
A

T
の

今
後

の
体

制
に

つ
い

て
は

、
政

権
交

代
に

よ
り

職
員

が
交

代
に

な
る

可

能
性

は
排

除
で

き
な

い
も

の
の

、
C

A
T
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

存
続

は
保

た
れ

る
よ

う
で

あ
る

。
だ

が
、

C
A

T
の

直
接

の
担

当
者

が
中

央
の

C
A

T
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

地
方

の
観

光
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
だ

け
で

は
、
ま

だ
体

制
が

弱
い

と
も

い
え

る
。

IN
G

U
A

T

内
に
「

C
A

T
課

」
の

よ
う

な
部

署
を

組
織

す
る

な
ど

、
IN

G
U

A
T
に

お
け

る
C

A
T
の

支
援

体
制

を
よ

り
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
 

C
A

T
の

現
体

制
（

市
C

A
T
を

中
心

に
活

動
）
は

有
効

か
。

ま
た

、
現

体
制

は
今

後
も

維
持

さ
れ

る
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 市

レ
ベ

ル
の

C
A

T
に

よ
る

現
体

制
は

有
効

。
今

後
も

市
レ

ベ
ル

で
C

A
T
の

活
動

が

展
開

さ
れ

て
い

く
見

込
み

で
あ

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
、

IN
T

E
C

A
P
と

の
共

同
実

施
に

よ
る

C
A

T
へ

の
研

修
は

継
続

さ
れ

る
か

。
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 I

N
T

E
C

A
P
質

問
票

 

・
 継

続
さ

れ
る

見
込

み
で

あ
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

供
与

機
材

の
維

持
管

理
体

制

に
問

題
は

な
い

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 I

N
G

U
A

T
で

は
も

と
も

と
物

品
管

理
が

き
ち

ん
と

さ
れ

て
い

る
（

機
材

に
は

番
号

を

付
け

て
管

理
し

て
い

る
な

ど
）

た
め

、
問

題
な

い
。

た
だ

、
供

与
さ

れ
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

内
に

保
存

さ
れ

て
い

る
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

そ
れ

ら
の

デ
ー

タ
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。
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評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

技
術

面
で

の

持
続

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
、

IN
G

U
A

T
は

C
A

T
の

組
織

能

力
強

化
を

継
続

し
て

い
く

た
め

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力

を
有

し
て

い
る

か
。

 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 一

般
に

、
観

光
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
が

優
秀

で
熱

心
で

あ
る

と
こ

ろ
は

、
C

A
T
の

活
動

も

よ
り

活
発

に
な

る
と

い
う

傾
向

が
あ

り
、

C
A

T
の

活
動

の
良

し
悪

し
が

観
光

プ
ロ

モ

ー
タ

ー
の

で
き

に
左

右
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

よ
っ

て
、

な
る

べ
く

政
権

交
代

の
事

情
に

左
右

さ
れ

な
い

よ
う

な
、

有
能

な
観

光
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
を

育
成

し
て

い
く

こ
と

が
、
今

後
の

C
A

T
発

展
の

カ
ギ

と
な

る
。
観

光
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
用

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を

作
成

・
完

成
さ

せ
る

こ
と

が
大

事
。

 

C
A

T
の

組
織

能
力

は
、

今
後

の
活

動
を

実
施

・
展

開
し

て
い

く
の

に
十

分
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 各

C
A

T
に

よ
っ

て
異

な
る

。
C

A
T
個

々
の

自
立

発
展

性
を

考
え

る
と

、
各

C
A

T
に

よ
っ

て
発

展
性

の
度

合
い

は
異

な
る

が
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

C
A

T
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
完

成
す

る
予

定
で

あ
り

、
終

了
後

、
他

地
域

の
C

A
T
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
知

識
・

経
験

・
ノ

ウ
ハ

ウ
な

ど
の

技
術

が
移

転
さ

れ
る

可
能

性
は

十
分

に
あ

り
、

C
A

T

全
体

と
し

て
み

れ
ば

、
発

展
性

は
見

込
ま

れ
る

。
 

・
 C

A
T
に

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

（
リ

ー
ダ

ー
）

が
い

る
こ

と
が

大
事

。
 

財
務

面
で

の

持
続

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
、

IN
G

U
A

T
か

ら
C

A
T
へ

の
活

動
振

興
予

算
は

確
保

さ
れ

、
財

務
面

で
の

支
援

は
行

わ
れ

る
か

。
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 I

N
G

U
A

T
か

ら
C

A
T
へ

の
財

務
的

支
援

は
、
研

修
の

継
続

な
ど

、
今
後

も
支

援
が

続

く
見

込
み

で
あ

る
。

 

C
A

T
の

自
主

財
源

確
保

の
た

め
の

取
り

組
み

・
資

金
獲

得
の

見
込

み
は

あ
る

か
。

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 
・

 C
A

T
自

身
の

資
金

調
達

に
つ

い
て

は
、

今
後

イ
ベ

ン
ト

開
催

等
に

お
い

て
ス

ポ
ン

サ

ー
を

獲
得

し
て

い
く

な
ど

の
方

策
が

定
着

し
て

い
け

ば
、

IN
G

U
A

T
に

大
き

く
頼

ら

ず
と

も
自

立
し

た
運

営
が

可
能

に
な

る
。

 

環
境

面
で

の

持
続

性
 

今
後

の
観

光
振

興
・
開

発
に

必
要

な
、
治

安
の

改
善

や
観

光
地

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
等

が
行

わ
れ

る
見

込
み

は
あ

る

か
。

 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 S

E
G

E
P

L
A

N
質

問

票
 

・
 グ

ア
テ

マ
ラ

に
お

け
る

観
光

産
業

の
重

要
性

も
配

慮
し

て
、

政
府

レ
ベ

ル
で

治
安

の

改
善

と
観

光
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

課
題

に
つ

い
て

、
対

策
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
。

 

今
後

の
展

開
 

上
記

以
外

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
持

続
性

の
た

め

に
必

要
な

こ
と

は
あ

る
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
M

T
U

R
と

の
関

係
が

強
化

で
き

れ
ば

望
ま

し
い

。
 

－　 －186



16
 

評
価

設
問

 
必

要
な

デ
ー

タ
／

 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

調
査

結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

今
後

ど
の

よ
う

に
生

か
し

て

い
く

べ
き

か
の

提
案

は
あ

る
か

。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

C
A

T
メ

ン
バ

ー
が

自
ら

ス
ポ

ン
サ

ー
等

を
募

っ
て

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
よ

う
に

な
っ

た
が

、
こ

の
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

開
催

に
お

け
る

「
実

行
委

員
会

方
式

」
が

今
後

も
C

A
T
の

間
で

定
着

し
て

い
け

ば
よ

い
。

 

グ
ア

テ
マ

ラ
の

観
光

開
発

は
、

今
後

ど
の

よ
う

な
方

向

性
・
ア

プ
ロ

ー
チ

で
進

め
て

い
く

の
が

い
い

か
（

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
・
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
強

化
、
外

国
人

観
光

客
と

国
内

観
光

客
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

照
準

な
ど

）。
 

・
 専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

・
 I

N
G

U
A

T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
ヒ

ア
リ

ン
グ

 

・
 C

A
T
の

強
化

を
図

る
に

は
、

観
光

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

の
人

選
・

養
成

が
大

事
。

 

・
 治

安
の

改
善

を
市

民
運

動
で

実
施

す
る

よ
う

な
工

夫
。
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CAT の組織能力強化度の評価について 

 

今回の終了時評価調査では、各 CAT の組織能力強化度をレーティングによって評価する

予定であった。しかし、提言 1 の INGUAT が CAT の状態を測る能力を強化すべく、プロジ

ェクト残り期間中に、日本人専門家とグアテマラ側が協働で評価クライテリアを検討し、

評価を実施することが有効と判断し、今次調査中の評価実施を見送ることとした。調査中

に日本人専門家の意見をベースに作成した、下記のクライテリアをたたき台として、今後

評価を実施する予定。 

 

1. メンバーの間で会合が開かれている。 

2. CAT が展望と目標に関するアクション・プランをもち、印刷物に載せている。 

3. イベントを主催したことがある。 

4. 観光事業者がメンバーにいる。 

5. CAMTUR の会員がメンバーにいる。 

6. 観光プロモーターとのコミュニケーションが良好。 

7. 市役所職員、COCODE、COMUDE、CODEDE の委員とのコミュニケーションが良好。 

8. 文化省（MICUDE）、考古庁（IDAHE）、環境省（MARN）、自然保護審議会（CONAP）、

NGO の職員あるいはコンサルタントなど関係者とのコミュニケーションが良好。 

9. メンバーから会費を徴収している。 

10. 法人格をもっている。 
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